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取
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少林寺拳法少林寺拳法弓道弓道

銃剣道銃剣道

なぎなたなぎなた

特集特集　　令和６年度令和６年度　　全日本　　少年少女武道錬成大会全日本　　少年少女武道錬成大会

　令和６年度全日本少年少女武道錬成大会が、７月　令和６年度全日本少年少女武道錬成大会が、７月
20日の弓道から始まり、合気道（21日）、剣道（27・20 日の弓道から始まり、合気道（21日）、剣道（27・
28 日）、空手道（８月３日）、柔道（４日）、銃剣道（７28日）、空手道（８月３日）、柔道（４日）、銃剣道（７
日）、少林寺拳法（10日）、なぎなた（11日）の合計日）、少林寺拳法（10日）、なぎなた（11日）の合計
８種目を９日間で行い、約１万１千名が参加した。８種目を９日間で行い、約１万１千名が参加した。
　厳しい夏の日差しに照らされながら日本武道館に　厳しい夏の日差しに照らされながら日本武道館に
訪れた参加者たちは、暑さに負けず日頃の修錬の成訪れた参加者たちは、暑さに負けず日頃の修錬の成
果を思う存分に発揮。同時期に開催されたスポーツ果を思う存分に発揮。同時期に開催されたスポーツ
の祭典・パリオリンピックと同様に熱気に溢れ、その祭典・パリオリンピックと同様に熱気に溢れ、そ
れぞれの思い出に残る９日間となった。れぞれの思い出に残る９日間となった。

鍛え鍛え輝輝く　武道のく　武道の夏夏

剣道剣道

空手道空手道

柔道柔道

合気道合気道



　

開
会
式
で
は
、
川
端
達
夫
日
本
武
道
館
理
事
長
と
加
藤
出
全
日
本
弓
道
連
盟
会
長

が
挨
拶
。
基
本
錬
成
で
は
、
大
道
場
い
っ
ぱ
い
に
広
が
り
全
員
で
準
備
体
操
と
徒と

手し
ゅ

八は
っ

節せ
つ

を
行
っ
た
。
そ
の
後
、
久
野
弥
花
錬
士
六
段
・
小
越
智
就
錬
士
五
段
・
木
川
寿

眞
錬
士
五
段
の
日
本
代
表
Ａ
チ
ー
ム
に
よ
る
特
別
演
武
が
披
露
さ
れ
た
。

　

試
合
錬
成
で
は
男
女
と
も
１
チ
ー
ム
３
名
で
各
４
射
の
計
12
射
を
行
い
、
６
中
以

上
の
チ
ー
ム
が
決
勝
へ
と
進
ん
だ
。
決
勝
は
的
中
数
に
よ
り
競
わ
れ
た
。
ま
た
、
皆

中
す
る
と
会
場
全
体
か
ら
拍
手
が
湧
き
起
こ
っ
た
。

７
月
７
月
2020
日日

89
団
体
・
848
名
参
加

弓

道
　

弓

道
　

大会名誉会長挨拶大会名誉会長挨拶
加藤　出加藤　出

全日本弓道連盟会長全日本弓道連盟会長

大会会長挨拶大会会長挨拶
川端達夫川端達夫

日本武道館理事長日本武道館理事長

ちかいのことば　岡田悠誠（中学３年）ちかいのことば　岡田悠誠（中学３年）
桜修館中等教育学校弓道部桜修館中等教育学校弓道部

特別演武（手前から）久野弥花錬特別演武（手前から）久野弥花錬
士六段、小越智就錬士五段、木川士六段、小越智就錬士五段、木川
寿眞錬士五段寿眞錬士五段



　

参
加
者
を
Ａ
班
（
午
前
の
部
）
と
Ｂ
班
（
午
後
の
部
）
に
分
け
て
、
同
じ
内
容
で

実
施
し
た
。
午
前
の
部
で
は
開
会
式
が
行
わ
れ
、
植
芝
充
央
合
気
道
本
部
道
場
長
の

開
会
宣
言
に
続
き
、
山
谷
え
り
子
日
本
武
道
館
常
任
理
事
と
植
芝
守
央
合
気
会
理
事

長
が
挨
拶
。
稽
古
錬
成
で
は
、
両
班
と
も
舟
漕こ

ぎ
運
動
か
ら
始
ま
り
、
本
部
道
場
指

導
部
師
範
の
指
導
の
下
、
稽
古
が
続
い
た
。
続
い
て
、
各
団
体
の
演
武
錬
成
が
行
わ

れ
、
参
加
者
は
日
頃
の
修
錬
の
成
果
を
存
分
に
発
揮
。
午
後
の
部
の
最
後
に
、
植
芝

合
気
道
本
部
道
場
長
が
模
範
演
武
を
行
い
、
大
会
は
盛
況
の
う
ち
に
終
了
し
た
。

７
月
７
月
2121
日日

138
団
体
・
１
５
１
４
名
参
加

合

気

道

合

気

道

大会名誉会長挨拶大会名誉会長挨拶
植芝守央植芝守央
合気会理事長合気会理事長

大会会長挨拶大会会長挨拶
山谷えり子山谷えり子

日本武道館常任理事日本武道館常任理事

ちかいのことば　ちかいのことば　肥高一護（中学３年・左）、鈴木日菜肥高一護（中学３年・左）、鈴木日菜
（中学３年）（中学３年）笠間市スポーツ協会合気道部笠間教室笠間市スポーツ協会合気道部笠間教室

模範演武模範演武
植芝充央合気道本部道場長（右）植芝充央合気道本部道場長（右）



　

両
日
と
も
に
入
場
行
進
か
ら
大
会
の
幕
が
上
が
っ
た
。
開
会
式
で
は
27
日
に
河
村

建
夫
日
本
武
道
館
常
任
理
事
と
網
代
忠
宏
全
日
本
剣
道
連
盟
会
長
が
、
28
日
に
塩
谷

立
日
本
武
道
館
常
任
理
事
と
網
代
会
長
が
挨
拶
を
行
っ
た
。
開
会
式
終
了
後
は
、
参

加
者
が
準
備
体
操
を
行
い
、
試
合
錬
成
へ
と
続
い
た
。
試
合
錬
成
は
５
人
制
の
団
体

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
で
、
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に
入
賞
を
決
定
。
２
回
戦
ま
で
は
基
本
判
定

試
合
と
一
本
勝
負
、
以
降
は
三
本
勝
負
で
勝
敗
を
決
し
た
。
試
合
錬
成
で
は
、
少
年

少
女
た
ち
に
よ
る
白
熱
し
た
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、大
盛
況
の
２
日
間
と
な
っ
た
。

７
月
７
月
2727
・・
2828
日日

630
団
体
・
３
７
８
２
名
参
加

剣

道
　

剣

道
　

大会会長挨拶（28日）大会会長挨拶（28日）
塩谷　立塩谷　立

日本武道館常任理事日本武道館常任理事

大会会長挨拶（27日）大会会長挨拶（27日）
河村建夫河村建夫

日本武道館常任理事日本武道館常任理事

大会名誉会長挨拶（両日）大会名誉会長挨拶（両日）
網代忠宏網代忠宏

全日本剣道連盟会長全日本剣道連盟会長

公開演武公開演武
「木刀による剣道基本技稽古法」「木刀による剣道基本技稽古法」
（東京都・大田区剣道連盟）（東京都・大田区剣道連盟）

ちかいのことば（28日）ちかいのことば（28日）
青山　恕青山　恕

（青森県・柏葉少年剣士隊）（青森県・柏葉少年剣士隊）

ちかいのことば（27日）ちかいのことば（27日）
山成柊仁山成柊仁

（岐阜県・剣林館道場）（岐阜県・剣林館道場）



　

開
会
式
で
は
、
𠮷
川
英
夫
日
本
武
道
館
常
任
理
事
・
事
務
局
長
と
笹
川
堯
全
日
本

空
手
道
連
盟
会
長
が
挨
拶
。
模
範
演
武
で
は
、
駒
澤
大
学
空
手
道
部
の
女
子
団
体
形

と
群
馬
県
空
手
道
連
盟
の
男
子
団
体
形
が
披
露
さ
れ
た
。
基
本
錬
成
で
は
、
上
段
・

中
段
突
き
、
上
段
・
中
段
蹴
り
な
ど
を
行
っ
た
。
試
合
錬
成
で
は
、
小
学
１
・
２
年

生
の
部
、
小
学
３
・
４
年
生
の
部
、
小
学
５
・
６
年
生
の
部
、
中
学
生
男
子
の
部
、

中
学
生
女
子
の
部
で
白
熱
し
た
試
合
が
行
わ
れ
た
。
試
合
後
は
勝
者
が
敗
者
に
握
手

を
求
め
敗
者
も
そ
れ
に
応
じ
る
な
ど
の
や
り
取
り
も
見
ら
れ
た
。

８
月
８
月
３３
日日

103
団
体
・
１
２
０
９
名
参
加

空

手

道

空

手

道

大会名誉会長挨拶大会名誉会長挨拶
笹川　堯笹川　堯

全日本空手道連盟会長全日本空手道連盟会長

大会会長挨拶大会会長挨拶
𠮷川英夫𠮷川英夫

日本武道館常任理事・事務局長日本武道館常任理事・事務局長

模範演武・群馬県空手道連盟男子団体形模範演武・群馬県空手道連盟男子団体形
「五十四歩小」（左から）梅山竣也、本島照英、梅山晟也「五十四歩小」（左から）梅山竣也、本島照英、梅山晟也

ちかいのことばちかいのことば
大澤航己（小学 6年）大澤航己（小学 6年）
宮代空手スポーツ少年団宮代空手スポーツ少年団



　

開
会
式
で
は
、
川
端
達
夫
日
本
武
道
館
理
事
長
と
西
田
孝
宏
全
日
本
柔
道
連
盟
副
会

　

開
会
式
で
は
、
川
端
達
夫
日
本
武
道
館
理
事
長
と
西
田
孝
宏
全
日
本
柔
道
連
盟
副
会

長
が
挨
拶
を
行
っ
た
。
基
本
錬
成
で
は
、
初
め
に
参
加
者
全
員
で
準
備
運
動
と
受
け
身

長
が
挨
拶
を
行
っ
た
。
基
本
錬
成
で
は
、
初
め
に
参
加
者
全
員
で
準
備
運
動
と
受
け
身

の
練
習
を
行
っ
た
。
続
く
模
範
演
武
で
は
、
木
村
昌
彦
全
日
本
柔
道
連
盟
指
導
者
養
成

の
練
習
を
行
っ
た
。
続
く
模
範
演
武
で
は
、
木
村
昌
彦
全
日
本
柔
道
連
盟
指
導
者
養
成

委
員
会
委
員
長
が
指
揮
者
を
務
め
、
世
界
で
活
躍
す
る
柔
道
選
手
４
名
の
演
武
者
（
ベ

委
員
会
委
員
長
が
指
揮
者
を
務
め
、
世
界
で
活
躍
す
る
柔
道
選
手
４
名
の
演
武
者
（
ベ

イ
カ
ー
茉
秋
、
石
原
樹
、
濵
田
尚
里
、
山
部
佳
苗
）
が
、
技
の
解
説
を
行
っ
た
。
全
体

イ
カ
ー
茉
秋
、
石
原
樹
、
濵
田
尚
里
、
山
部
佳
苗
）
が
、
技
の
解
説
を
行
っ
た
。
全
体

の
基
本
稽
古
で
は
参
加
者
が
演
武
者
と
打
ち
込
み
稽
古
を
す
る
姿
が
見
ら
れ
た
。
基
本

の
基
本
稽
古
で
は
参
加
者
が
演
武
者
と
打
ち
込
み
稽
古
を
す
る
姿
が
見
ら
れ
た
。
基
本

錬
成
後
は
試
合
錬
成
に
移
り
、
低
学
年・高
学
年
の
部
に
分
か
れ
て
試
合
が
行
わ
れ
た
。

錬
成
後
は
試
合
錬
成
に
移
り
、
低
学
年・高
学
年
の
部
に
分
か
れ
て
試
合
が
行
わ
れ
た
。

各
試
合
場
で
、
選
手
た
ち
は
真
剣
に
試
合
に
取
り
組
ん
で
い
た
。

各
試
合
場
で
、
選
手
た
ち
は
真
剣
に
試
合
に
取
り
組
ん
で
い
た
。

８
月
８
月
４４
日日

225
団
体
・
１
７
３
０
名
参
加

柔

道
　

柔

道
　

大会名誉会長大会名誉会長
西田孝宏西田孝宏

全日本柔道連盟副会長全日本柔道連盟副会長

大会会長挨拶大会会長挨拶
川端達夫川端達夫

日本武道館理事長日本武道館理事長

ちかいのことばちかいのことば
平川蓮（小学６年）平川蓮（小学６年）

滋賀県・高月柔道スポーツ少年団滋賀県・高月柔道スポーツ少年団

基本錬成基本錬成
指揮者：木村昌彦氏指揮者：木村昌彦氏

演武者：石原樹（左上）、ベイカー茉秋（右上）、演武者：石原樹（左上）、ベイカー茉秋（右上）、
濵田尚里（左下）、山部佳苗（右下）濵田尚里（左下）、山部佳苗（右下）

自由稽古では演武者が参加者と自由稽古では演武者が参加者と
打ち込み稽古を行った打ち込み稽古を行った



　

開
会
式
で
は
、
高
村
正
彦
日
本
武
道
館
会
長
と
番
匠
幸
一
郎
全
日
本
銃
剣
道
連
盟

会
長
が
挨
拶
。
特
別
演
武
の
後
に
選
手
た
ち
は
小
学
４
年
生
以
下
と
５
年
生
以
上
に

分
か
れ
、
銃
剣
道
と
短
剣
道
の
合
同
錬
成
を
元
気
い
っ
ぱ
い
に
行
っ
た
。
続
く
個
人

試
合
錬
成
で
は
、
短
剣
道
、
銃
剣
道
の
競
技
が
部
門
ご
と
に
行
わ
れ
、
最
後
は
小
学

５
・
６
年
生
と
中
学
生
で
団
体
試
合
錬
成
が
行
わ
れ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
試
合
錬
成
で

は
、
選
手
た
ち
は
己
の
力
を
目
い
っ
ぱ
い
出
し
切
ろ
う
と
好
試
合
が
展
開
さ
れ
た
。

試
合
後
は
、勝
者
も
敗
者
も
込
み
上
げ
る
感
情
を
抑
え
、し
っ
か
り
と
礼
を
行
っ
た
。

８
月
８
月
７７
日日

40
団
体
・
170
名
参
加

銃

剣

道

銃

剣

道

大会名誉会長挨拶大会名誉会長挨拶
番匠幸一郎番匠幸一郎

全日本銃剣道連盟会長全日本銃剣道連盟会長

大会会長挨拶大会会長挨拶
高村正彦高村正彦

日本武道館会長日本武道館会長

特別演武特別演武
工藤良教士七段（左）、菊池純教士七段工藤良教士七段（左）、菊池純教士七段

ちかいのことばちかいのことば
丸山智輝（中学 3年）丸山智輝（中学 3年）

元気道場元気道場



　

開
会
式
で
は
、高
村
正
彦
日
本
武
道
館
会
長
と
井
上
弘
少
林
寺
拳
法
連
盟
理
事（
会

長
代
行
）
が
挨
拶
に
立
っ
た
。
基
本
錬
成
で
は
、
中
井
弘
佑
正
拳
士
五
段
が
指
揮
を

執
り
、
拳
士
全
員
で
大
き
な
気
合
の
声
を
出
し
て
突
き
や
蹴
り
を
行
っ
た
。
演
武
錬

成
は
、
段
・
級
、
学
年
ご
と
に
単
独
演
武
や
組
演
武
、
団
体
演
武
を
行
い
、
参
加
者

ら
は
日
頃
の
稽
古
の
成
果
を
発
揮
し
た
。

　

大
道
場
に
は
元
気
い
っ
ぱ
い
な
少
年
・
少
女
拳
士
の
声
が
鳴
り
響
き
、
演
武
が
終

わ
っ
た
表
情
に
は
全
力
を
出
し
切
っ
た
清す
が

々す
が

し
さ
が
垣
間
見
れ
た
。

８
月
８
月
1010
日日

156
団
体
・
890
名
参
加

少
林
寺
拳
法

少
林
寺
拳
法

大会名誉会長挨拶大会名誉会長挨拶
井上　弘（会長代行）井上　弘（会長代行）
少林寺拳法連盟理事少林寺拳法連盟理事

大会会長挨拶大会会長挨拶
高村正彦高村正彦

日本武道館会長日本武道館会長

招待演武披露　団体演武の部招待演武披露　団体演武の部
桜林高校少林寺拳法部桜林高校少林寺拳法部

来賓祝辞来賓祝辞
大杉住子大杉住子

スポーツ庁スポーツ総括官スポーツ庁スポーツ総括官



　

開
会
式
で
は
、
森
英
介
日
本
武
道
館
常
任
理
事
と
久
保
素
子
全
日
本
な
ぎ
な
た
連

盟
会
長
が
挨
拶
。基
本
錬
成
で
は
、参
加
者
た
ち
が
準
備
体
操
や
素
振
り
を
行
っ
た
。

そ
の
後
、
演
技
競
技
（
小
・
中
学
生
計
10
部
門
）
と
試
合
競
技
（
小
・
中
学
生
計
10

部
門
）
を
実
施
。
演
技
競
技
で
は
、
２
人
一
組
で
し
か
け
応
じ
の
指
定
技
を
演
武
。

日
頃
の
修
錬
に
よ
っ
て
磨
き
上
げ
ら
れ
た
技
を
披
露
し
た
。
試
合
競
技
で
は
、
各
部

門
で
白
熱
し
た
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
会
場
は
夏
の
暑
さ
に
負
け
な
い
熱
気
に
包

ま
れ
た
。

８
月
８
月
1111
日日

130
団
体
・
793
名
参
加

な
ぎ
な
た

な
ぎ
な
た

大会名誉会長挨拶大会名誉会長挨拶
久保素子久保素子

全日本なぎなた連盟会長全日本なぎなた連盟会長

大会会長挨拶大会会長挨拶
森　英介森　英介

日本武道館常任理事日本武道館常任理事

ちかいのことばちかいのことば
塘彩矢佳（中学３年）塘彩矢佳（中学３年）

佐賀東ジュニアなぎなたクラブ佐賀東ジュニアなぎなたクラブ
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西
村
健

西
村
健
（
静
岡
）

（
静
岡
）

が
悲
願
の
初
優
勝

が
悲
願
の
初
優
勝

高
松
宮
記
念
杯
争
奪
第
32
回
全
日
本
銃
剣
道
選
手
権
大
会
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高
松
宮
記
念
杯
争
奪
第

　

高
松
宮
記
念
杯
争
奪
第
3232
回
全
日
本
銃
剣
道
選
手
権
大
会
が
８
月
９

回
全
日
本
銃
剣
道
選
手
権
大
会
が
８
月
９

日
、
日
本
武
道
館
で
開
催
さ
れ
た
。
本
大
会
に
は
、
都
道
府
県
予
選
を

日
、
日
本
武
道
館
で
開
催
さ
れ
た
。
本
大
会
に
は
、
都
道
府
県
予
選
を

勝
ち
上
が
っ
た

勝
ち
上
が
っ
た
6060
名
に
、
前
回
大
会
入
賞
者
４
名
を
加
え
た
計

名
に
、
前
回
大
会
入
賞
者
４
名
を
加
え
た
計
6464
名
の
名
の

選
手
が
参
加
し
、
銃
剣
道
日
本
一
を
争
う
激
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

選
手
が
参
加
し
、
銃
剣
道
日
本
一
を
争
う
激
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

　

決
勝
は
、
互
い
に
初
優
勝
を
狙
う
西
村
健
と
平
田
悠
朗
（
大
阪
）
が
争

　

決
勝
は
、
互
い
に
初
優
勝
を
狙
う
西
村
健
と
平
田
悠
朗
（
大
阪
）
が
争

い
、
西
村
が
上
胴
を
２
本
を
決
め
て
優
勝
し
た
。

い
、
西
村
が
上
胴
を
２
本
を
決
め
て
優
勝
し
た
。

　

３
位
に
は
、
前
回
大
会
準
優
勝
の
藤
原
考
貴
（
栃
木
）
と
、
福
田
賢

　

３
位
に
は
、
前
回
大
会
準
優
勝
の
藤
原
考
貴
（
栃
木
）
と
、
福
田
賢

二
（
東
京
）
が
入
賞
し
た
。

二
（
東
京
）
が
入
賞
し
た
。

決勝＝西村（右）が２本目の上胴を決める決勝＝西村（右）が２本目の上胴を決める
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決勝＝機会を窺（うかが）う両者決勝＝機会を窺（うかが）う両者

■
決
勝

■
決
勝

西
村　

健　

上
上

西
村　

健　

上
上
｜｜
コ　
　

平
田
悠
朗

コ　
　

平
田
悠
朗

　

８
年
ぶ
り
の
決
勝
に
臨
む
西
村
と
、
初

　

８
年
ぶ
り
の
決
勝
に
臨
む
西
村
と
、
初

の
決
勝
進
出
を
果
た
し
た
平
田
が
相
ま
み

の
決
勝
進
出
を
果
た
し
た
平
田
が
相
ま
み

え
る
。
開
始
か
ら
１
分

え
る
。
開
始
か
ら
１
分
3030
秒
が
経
過
し
た

秒
が
経
過
し
た

と
こ
ろ
で
、
西
村
の
豪
快
な
上
胴
が
決
ま

と
こ
ろ
で
、
西
村
の
豪
快
な
上
胴
が
決
ま

り
、
西
村
が
一
本
を
先
取
。
一
本
を
取
ら

り
、
西
村
が
一
本
を
先
取
。
一
本
を
取
ら

れ
た
平
田
は
、
焦
る
こ
と
な
く
自
分
の
ペ

れ
た
平
田
は
、
焦
る
こ
と
な
く
自
分
の
ペ

ー
ス
で
試
合
を
進
め
る
。
中
盤
戦
、

ー
ス
で
試
合
を
進
め
る
。
中
盤
戦
、
鍔鍔つ
ば
つ
ば

競競

り
合
い
か
ら
分
か
れ
た
直
後
に
平
田
が
鋭

り
合
い
か
ら
分
か
れ
た
直
後
に
平
田
が
鋭

く
攻
め
込
み
、
西
村
が
受
け
に
ま
わ
っ
た

く
攻
め
込
み
、
西
村
が
受
け
に
ま
わ
っ
た

隙
に
平
田
が
小
手
を
決
め
た
。
あ
と
一
本

隙
に
平
田
が
小
手
を
決
め
た
。
あ
と
一
本

で
勝
敗
が
決
ま
る
場
面
、
会
場
に
は
緊
張

で
勝
敗
が
決
ま
る
場
面
、
会
場
に
は
緊
張

感
が
漂
う
。
平
田
が
鍔
競
り
合
い
か
ら
間

感
が
漂
う
。
平
田
が
鍔
競
り
合
い
か
ら
間

合
い
を
切
ろ
う
と
下
が
っ
た
瞬
間
、
西
村

合
い
を
切
ろ
う
と
下
が
っ
た
瞬
間
、
西
村

が
狙
い
澄
ま
し
た
上
胴
を
放
つ
と
見
事
に

が
狙
い
澄
ま
し
た
上
胴
を
放
つ
と
見
事
に

打
突
部
位
を
捉
え
、
一
本
。
西
村
が
８
年

打
突
部
位
を
捉
え
、
一
本
。
西
村
が
８
年

越
し
の
決
勝
で
、
悲
願
の
優
勝
を
手
中
に

越
し
の
決
勝
で
、
悲
願
の
優
勝
を
手
中
に

収
め
た
。

収
め
た
。

決勝＝一本を先取された平田（左）が、小手を決め互角の展開に決勝＝一本を先取された平田（左）が、小手を決め互角の展開に

決勝＝西村（右）が上胴を放ち、一本を先取した決勝＝西村（右）が上胴を放ち、一本を先取した
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■
準
決
勝

■
準
決
勝

①
西
村　

健　

上
上

①
西
村　

健　

上
上
｜｜
上　
　

藤
原
考
貴

上　
　

藤
原
考
貴

　

全
日
本
選
手
権
常
連
の
ベ
テ
ラ
ン
同
士

　

全
日
本
選
手
権
常
連
の
ベ
テ
ラ
ン
同
士

か
つ
、
同
級
生
で
も
あ
る
両
者
の
対
決
。

か
つ
、
同
級
生
で
も
あ
る
両
者
の
対
決
。

と
も
に
激
し
く
技
を
繰
り
出
し
合
い
、
互

と
も
に
激
し
く
技
を
繰
り
出
し
合
い
、
互

い
に
惜
し
い
場
面
が
続
く
。
中
盤
戦
、
藤

い
に
惜
し
い
場
面
が
続
く
。
中
盤
戦
、
藤

原
が
技
を
打
ち
終
え
た
隙
を
突
き
、
西
村

原
が
技
を
打
ち
終
え
た
隙
を
突
き
、
西
村

が
一
本
を
先
取
。
こ
の
ま
ま
で
は
終
わ
れ

が
一
本
を
先
取
。
こ
の
ま
ま
で
は
終
わ
れ

な
い
藤
原
が
、
試
合
再
開
直
後
に
上
胴
で

な
い
藤
原
が
、
試
合
再
開
直
後
に
上
胴
で

一
本
を
奪
い
返
し
、
試
合
を
五
分
五
分
に

一
本
を
奪
い
返
し
、
試
合
を
五
分
五
分
に

戻
す
。
試
合
が
再
開
さ
れ
る
と
、
今
度
は

戻
す
。
試
合
が
再
開
さ
れ
る
と
、
今
度
は

西
村
が
直
後
に
攻
撃
を
仕
掛
け
る
。
西
村

西
村
が
直
後
に
攻
撃
を
仕
掛
け
る
。
西
村

が
放
っ
た
上
胴
が
藤
原
の
打
突
部
位
を
捉

が
放
っ
た
上
胴
が
藤
原
の
打
突
部
位
を
捉

え
、
一
本
。
激
戦
を
制
し
た
西
村
が
決
勝

え
、
一
本
。
激
戦
を
制
し
た
西
村
が
決
勝

へ
進
出
し
た
。

へ
進
出
し
た
。

②②
平
田
悠
朗　

上
上

平
田
悠
朗　

上
上
｜｜　
　
　

福
田
賢
二

　
　
　

福
田
賢
二

　

序
盤
戦
か
ら
福
田
が
連
続
で
技
を
仕
掛

　

序
盤
戦
か
ら
福
田
が
連
続
で
技
を
仕
掛

け
、
平
田
は
技
を

け
、
平
田
は
技
を
凌凌し
の
し
の

ぎ
な
が
ら
虎
視

ぎ
な
が
ら
虎
視
眈眈た
ん
た
ん

々々た
ん
た
ん

と
一
本
を
狙
う
展
開
が
続
く
。
鍔
競
り
合

と
一
本
を
狙
う
展
開
が
続
く
。
鍔
競
り
合

い
か
ら
分
か
れ
る
最
中
、
平
田
が
近
い
間

い
か
ら
分
か
れ
る
最
中
、
平
田
が
近
い
間

合
い
か
ら
上
胴
を
ね
じ
込
み
、
一
本
。
そ

合
い
か
ら
上
胴
を
ね
じ
込
み
、
一
本
。
そ

の
後
、
平
田
が
福
田
を
試
合
場
の
隅
に
追

の
後
、
平
田
が
福
田
を
試
合
場
の
隅
に
追

い
込
み
、
近
い
間
合
い
で
連
続
技
を
仕
掛

い
込
み
、
近
い
間
合
い
で
連
続
技
を
仕
掛

け
る
と
、
わ
ず
か
な
隙
間
を
と
ら
え
た
上

け
る
と
、
わ
ず
か
な
隙
間
を
と
ら
え
た
上

胴
が
再
び
一
本
と
な
る
。
平
田
が
自
身
初

胴
が
再
び
一
本
と
な
る
。
平
田
が
自
身
初

の
決
勝
進
出
を
決
め
た
。

の
決
勝
進
出
を
決
め
た
。

▲準決勝①＝西村（左）が試合再開直後に２本目の上胴を決める▲準決勝①＝西村（左）が試合再開直後に２本目の上胴を決める

▶︎準決勝②＝平田（左）が攻め込む▶︎準決勝②＝平田（左）が攻め込む

心技体 人を育てる総合誌
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○
入
賞
者
コ
メ
ン
ト

▽
準
優
勝
＝
平
田
悠
朗
（
大
阪
）

「
初
め
て
決
勝
で

戦
う
こ
と
が
で
き

て
と
て
も
気
持
ち

よ
か
っ
た
で
す
。

最
初
に
一
本
取
ら
れ
た
時
は
ま
だ
時
間
が

あ
っ
た
の
で
焦
ら
ず
取
り
返
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
が
、
最
後
は
気
を
抜
い
て
し
ま

い
ま
し
た
。
次
は
し
っ
か
り
リ
ベ
ン
ジ
で

き
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
」

▽
第
３
位
＝
藤
原
考
貴
（
栃
木
）

「
去
年
準
優
勝
で

悔
し
い
思
い
を
し

た
の
で
、
今
年
こ

そ
は
優
勝
し
よ
う

と
臨
み
ま
し
た
。
同
級
生
の
西
村
選
手
に

負
け
た
と
い
う
こ
と
で
、
な
お
悔
し
い
で

す
。
全
日
本
選
手
権
に
出
る
以
上
、
優
勝

し
か
狙
っ
て
い
な
い
の
で
、
来
年
ま
た
勝

ち
を
目
指
し
ま
す
」

▽
第
３
位
＝
福
田
賢
二
（
東
京
）

「
東
京
の
優
勝
者

が
こ
れ
ま
で
に
い

な
い
の
で
、
今
日

が
大
き
な
チ
ャ
ン

ス
だ
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
や
は
り

そ
の
壁
は
大
き
い
こ
と
を
痛
感
し
ま
し

「
ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
」

「
ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
」

基
礎
を
見
つ
め
直
し
優
勝
を

基
礎
を
見
つ
め
直
し
優
勝
を
摑摑つ
か
つ
か

むむ

◎
優
勝
＝
西
村
健
（
静
岡
）

◎
優
勝
＝
西
村
健
（
静
岡
）

　

優
勝
直
後
の
西
村
選
手
に
率
直
な
感
想

を
伺
う
と
、
ど
こ
か
ホ
ッ
と
し
た
よ
う
な

表
情
を
見
せ
た
。

「
８
年
前
の
決
勝
の
悔
し
い
気
持
ち
を
よ

う
や
く
果
た
せ
ま
し
た
」

　

５
回
目
の
出
場
の
西
村
選
手
。
今
大
会

は
こ
れ
ま
で
と
違
う
心
境
で
大
会
に
臨
ん

だ
と
い
う
。

「
昨
年
は
初
め
て
１
回
戦
負
け
を
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
『
ゼ
ロ
か
ら
ス
タ

ー
ト
し
よ
う
』
と
心
に
決
め
、
基
礎
か
ら

徹
底
し
て
見
直
し
ま
し
た
。
練
習
で
は
最

高
の
指
導
陣
・
仲
間
に
、
集
中
で
き
る
環

境
を
つ
く
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し

て
今
日
の
応
援
な
ど
、
そ
う
い
っ
た
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
が
組
み
合
わ
さ
っ
て
、
今
日

の
優
勝
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　

準
決
勝
で
は
同
級
生
で
あ
る
藤
原
選
手

と
の
試
合
に
勝
利
し
た
。

「
藤
原
選
手
は
、
同
級
生
の
中
で
本
当
に

日
本
一
強
い
選
手
な
の
で
、
彼
に
勝
っ
た

か
ら
に
は
優
勝
し
な
け
れ
ば
と
い
う
思
い

は
あ
り
ま
し
た
」

　

決
勝
戦
で
は
最
後
の
一
本
ま
で
も
つ
れ

込
み
な
が
ら
も
豪
快
な
上
胴
の
一
本
で
優

勝
。
し
か
し
、
西
村
選
手
自
身
は
…
…
。

「
最
後
の
上
胴
が
決
ま
っ
た
瞬
間
、
審
判

の
旗
が
上
が
っ
た
の
は
見
て
い
ま
し
た

が
、
試
合
終
了
後
か
ら
今
こ
の
瞬
間
も
ま

だ
日
本
一
の
実
感
が
湧
い
て
い
な
い
ん
で

す
。
最
後
の
一
本
が
決
ま
っ
た
瞬
間
の
嬉う
れ

し
さ
は
あ
り
ま
し
た
が
…
…
」

　

謙
虚
な
西
村
選
手
に
今
後
の
目
標
を
伺

っ
た
。

「
優
勝
し
た
と
は
い
え
ま
だ
ま
だ
課
題
も

あ
り
ま
す
の
で
、
部
隊
、
チ
ー
ム
、
仲
間
と

と
も
に
、
上
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。
来
年

は
追
わ
れ
る
立
場
に
な
り
ま
す
の
で
、
気
を

引
き
締
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

た
。
序
盤
は
体
が
硬
か
っ
た
の
で
す
が
、

準
決
勝
は
自
分
の
中
で
は
100
％
の
力
を
出

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

○
審
判
長
講
評　

矢
野
満
範
士
八
段

　

今
大
会
の
試

合
は
２
｜
１
の

接
戦
が
多
く
、

延
長
戦
も
少
な

か
っ
た
た
め
、

選
手
の
レ
ベ
ル
が
底
上
げ
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
実
感
し
ま
し
た
。
年
々
大
会
の
レ
ベ

ル
が
向
上
し
て
い
る
た
め
、
選
手
た
ち
が

引
き
続
き
積
極
的
な
試
合
を
し
て
く
れ
る

こ
と
を
望
ん
で
い
ま
す
。

入賞者。（前列左から）藤原、西村、平田、福田入賞者。（前列左から）藤原、西村、平田、福田
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石田　哲也（群　馬）

池戸　　涉（岐　阜）

深井　　亮（高　知）

結城翔一朗（山　形）

小関　　晃（熊　本）

吉見　和也（滋　賀）

井ノ上　仁（鳥　取）

森山　　駿（埼　玉）

松栄　寿弥（石　川）

藤﨑　祥一（島　根）

北　　翔吾（宮　城）

押川　勝士（福　岡）

村上　浩隆（北海道）

新村　伸隆（兵　庫）

家子　智旭（愛　知）

藤原　考貴（栃　木）

森　　靖夫（茨　城）

西村　　健（静　岡）

村上　泰啓（北海道）

大久保就矢（沖　縄）

田嶋　啓一（香　川）

菅原　正則（秋　田）

町元　良二（京　都）

岡﨑　祐介（佐　賀）

加藤　純平（神奈川）

吉田　高大（三　重）

平井　良太（長　崎）

郡司　由充（福　島）

藤井　星丸（山　口）

三木　裕太（山　梨）

平　　裕任（兵　庫）

竹島慎一郎（石　川）

錬六

錬六

錬七

教七

錬六

錬六

教七

錬六

錬六

錬六

錬六

錬六

錬六

錬六

錬六

教七

錬七

教七

錬六

錬六

錬六

錬六

錬六

錬六

錬六

錬六

錬六

錬六

錬六

錬六

教七

教七

初

２

初

初

初

初

２

３

初

初

初

初

２

初

初

７

２

５

２

４

３

初

６

初

初

２

初

初

２

初

６

８

優
勝
　
西
村
　
　
健

準
優
勝
　
平
田
　
悠
朗

第
３
位
　
藤
原
　
考
貴

　
〃
　
　
福
田
　
賢
二

氏　　名 都道府県 都道府県称号
段位

称号
段位

出場
回数

河野　　雅（埼　玉）

田嶋　航大（香　川）

花輪　裕之（北海道）

山谷　一生（青　森）

平田　悠朗（大　阪）

榮　　貴将（鹿児島）

松延　靖大（岡　山）

廣瀬　敬久（富　山）

菅野　　学（栃　木）

芳賀　淳一（岩　手）

永冨　　滋（三　重）

伊藤　健剛（北海道）

荒田　陽輔（長　野）

橘内　翔太（福　島）

市川　大作（愛　媛）

薗田　泰之（長　崎）

野田　峻祐（神奈川）

小野　雄大（宮　城）

松山　昌樹（大　分）

中谷　和彦（山　口）

福田　賢二（東　京）

吉武　克識（京　都）

矢島　大介（愛　知）

丸山　大和（新　潟）

進野　永吉（千　葉）

小林　凌太（北海道）

上口　　渉（兵　庫）

上村　直也（宮　崎）

佐藤　　岳（静　岡）

山崎　泰弘（石　川）

河端　勇樹（広　島）

赤平　翔太（山　形）

錬六

錬六

教七

錬六

錬六

錬六

錬六

練七

教七

教七

錬七

錬六

錬六

教七

錬六

教七

錬六

教七

錬七

教七

錬六

錬六

錬六

教七

錬六

錬六

錬七

錬七

教七

教七

錬六

錬六

初

２

初

２

２

初

初

11

９

９

２

初

初

初

２

６

２

６

３

７

２

初

４

初

３

初

初

４

５

３

４

３

氏　　名出場
回数

第32回　全日本銃剣道選手権大会

2

0

1

0

1

0

0

2

1

2

2

0

1

0

1

2

1

0

0

2

1

2

1

2

0

2

0

2

1

2

0

2

1

0

1

0

2

0

2

0

2

1

0

2

2

0

2

0

1

2

0

1

1

0

1

0

1

0

1

0

1

0

0

1

0

1

1

0

2

0

1

0

1

0

0

2

0

1

2

1

0

1

2

0

0

2

0

1

1

0

1

2

0

2

0

1

1

0

1

2

2

0

2

0

0

1

0

1

1

0

0

2

2

0

2

0

1

0

1

0

1

2

2 1 2

0
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ニュース　全日本青年銃剣道大会

　

第

　

第
5555
回
全
日
本
青
年
銃
剣
道
大
会
（
主

回
全
日
本
青
年
銃
剣
道
大
会
（
主

催
＝
全
日
本
銃
剣
道
連
盟
）
が
８
月
８

催
＝
全
日
本
銃
剣
道
連
盟
）
が
８
月
８

日
、
日
本
武
道
館
で
開
催
さ
れ
た
。

日
、
日
本
武
道
館
で
開
催
さ
れ
た
。

　

試
合
は
、
団
体
戦
（
３
人
制
）
の
青

　

試
合
は
、
団
体
戦
（
３
人
制
）
の
青

年
第
１
部
（

年
第
１
部
（
109109
チ
ー
ム
）、
青
年
第
２
部

チ
ー
ム
）、
青
年
第
２
部

（（
135135
チ
ー
ム
）、個
人
戦
女
子
の
部（

チ
ー
ム
）、個
人
戦
女
子
の
部（
160160
名
）
名
）

の
３
部
門
で
競
わ
れ
、
全
国
各
地
の
予
選

の
３
部
門
で
競
わ
れ
、
全
国
各
地
の
予
選

を
勝
ち
上
が
っ
た
選
手
た
ち
が
、
九
つ
の

を
勝
ち
上
が
っ
た
選
手
た
ち
が
、
九
つ
の

試
合
場
で
王
座
を
か
け
た
戦
い
を
繰
り
広

試
合
場
で
王
座
を
か
け
た
戦
い
を
繰
り
広

げ
た
。

げ
た
。

　

青
年
第
１
部
で
は
普
通
科
教
導
連
隊
Ａ

　

青
年
第
１
部
で
は
普
通
科
教
導
連
隊
Ａ

（
静
岡
）
が
２
部
制
以
降
初
の
優
勝
を
果

（
静
岡
）
が
２
部
制
以
降
初
の
優
勝
を
果

た
し
、
青
年
第
２
部
で
は
、
第

た
し
、
青
年
第
２
部
で
は
、
第
1616
普
通
科

普
通
科

連
隊
Ａ
（
長
崎
）
が
大
会
初
と
な
る
連
覇

連
隊
Ａ
（
長
崎
）
が
大
会
初
と
な
る
連
覇

を
成
し
遂
げ
た
。
個
人
戦
女
子
の
部
は
里

を
成
し
遂
げ
た
。
個
人
戦
女
子
の
部
は
里

麻
衣
（
第

麻
衣
（
第
1616
普
通
科
連
隊
）
が
初
優
勝
に

普
通
科
連
隊
）
が
初
優
勝
に

輝
い
た
。

輝
い
た
。

♢♢

　

決
勝
は
普
通
科
教
導
連
隊
Ａ
（
以
下
、

　

決
勝
は
普
通
科
教
導
連
隊
Ａ
（
以
下
、

普
教
連
Ａ
）
と
、
前
回
大
会
優
勝
の
第

普
教
連
Ａ
）
と
、
前
回
大
会
優
勝
の
第
1616

普
通
科
連
隊
（
以
下
、

普
通
科
連
隊
（
以
下
、1616
普
連
）（
長
崎
）

普
連
）（
長
崎
）

の
顔
合
わ
せ
。
先
鋒
戦
で
普
教
連
Ａ
の
本

の
顔
合
わ
せ
。
先
鋒
戦
で
普
教
連
Ａ
の
本

間
が
下
胴
を
決
め
て
勝
利
す
る
と
、
続
く

間
が
下
胴
を
決
め
て
勝
利
す
る
と
、
続
く

次
鋒
戦
は
旗
判
定
の
末
、
普
教
連
Ａ
の
齋

次
鋒
戦
は
旗
判
定
の
末
、
普
教
連
Ａ
の
齋

藤
が
２
―
１
で
勝
利
し
、
普
教
連
Ａ
の
優

藤
が
２
―
１
で
勝
利
し
、
普
教
連
Ａ
の
優

勝
が
決
ま
っ
た
。
大
将
戦
は
普
教
連
Ａ
の

勝
が
決
ま
っ
た
。
大
将
戦
は
普
教
連
Ａ
の

第 55回全日本青年銃剣道大会第 55回全日本青年銃剣道大会

普通科教導連隊Ａ（静岡）が
青年第１部を制覇

青年第１部決勝・先鋒戦＝普教連Ａ・本間（右）が下胴を決める青年第１部決勝・先鋒戦＝普教連Ａ・本間（右）が下胴を決める

■
青
年
第
１
部

■
青
年
第
１
部
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青年第１部決勝・大将戦＝青年第１部決勝・大将戦＝
普教連Ａ・乙丸（右）の下胴が決まる普教連Ａ・乙丸（右）の下胴が決まる

個人戦女子の部決勝＝里（左）が２本目の上胴を決める個人戦女子の部決勝＝里（左）が２本目の上胴を決める

【
大
会
結
果
】

▼
青
年
第
１
部
＝
①
普
通
科
教
導
連

隊
Ａ
（
静
岡
）
②
第
16
普
通
科
連

隊（
長
崎
）③
第
11
普
通
科
連
隊（
北

海
道
）、
第
43
普
通
科
連
隊
（
宮
崎
）

▼
青
年
第
２
部
＝
①
第
16
普
通
科
連

隊
Ａ
（
長
崎
）
②
第
16
普
通
科
連

隊
Ｂ（
長
崎
）③
防
衛
大
学
校
Ａ（
神

奈
川
）、
第
１
普
通
科
連
隊
（
東
京
）

▼
個
人
戦
女
子
の
部
＝
①
里
麻
衣
（
長

崎
・
第
16
普
通
科
連
隊
）
②
森
川

有
紀
子
（
静
岡
・
普
通
科
教
導
連
隊
）

③
増
岡
瑞
希
（
北
海
道
・
第
３
即

応
機
動
連
隊
）、
平
松
望
奈
（
神
奈

川
・
本
間
道
場
）

青年第２部決勝・大将戦＝青年第２部決勝・大将戦＝
16普連Ａ・北（右）が上胴を決める16普連Ａ・北（右）が上胴を決める

乙
丸
が
勝
利
し
、
３
―
０
で
優
勝
を
果
た

乙
丸
が
勝
利
し
、
３
―
０
で
優
勝
を
果
た

し
た
。

し
た
。

◎
優
勝
＝
普
通
科
教
導
連
隊
Ａ

◎
優
勝
＝
普
通
科
教
導
連
隊
Ａ

　
　
　
　

山
田
晃
裕
監
督

　
　
　
　

山
田
晃
裕
監
督

「
素
直
に

「
素
直
に
嬉嬉う
れ
う
れ

し
い
で
す
。
先
鋒
戦
は
判
定

し
い
で
す
。
先
鋒
戦
は
判
定

で
は
負
け
て
い
た
と
思
い
ま
す
が
、
本
間

で
は
負
け
て
い
た
と
思
い
ま
す
が
、
本
間

が
根
性
で
一
本
取
っ
て
く
れ
た
の
で
、
そ

が
根
性
で
一
本
取
っ
て
く
れ
た
の
で
、
そ

れ
が
勝
利
に

れ
が
勝
利
に
繋繋つ
な
つ
な

が
っ
た
と
思
い
ま
す
」

が
っ
た
と
思
い
ま
す
」

　　

1616
普
連
Ａ
と

普
連
Ａ
と
1616
普
連
Ｂ
の
同
隊
同
士
の

普
連
Ｂ
の
同
隊
同
士
の

決
勝
。
勝
敗
１
―
１
と
な
り
む
か
え
た
大

決
勝
。
勝
敗
１
―
１
と
な
り
む
か
え
た
大

将
戦
。
Ａ
チ
ー
ム
の
北
翔
太
朗
が
上
胴
を

将
戦
。
Ａ
チ
ー
ム
の
北
翔
太
朗
が
上
胴
を

■
青
年
第
２
部

■
青
年
第
２
部

決
め
て
、
そ
の
ま
ま
勝
利
。
大
会
初
と
な

決
め
て
、
そ
の
ま
ま
勝
利
。
大
会
初
と
な

る
連
覇
を
成
し
遂
げ
た
。

る
連
覇
を
成
し
遂
げ
た
。

◎
優
勝
＝
第

◎
優
勝
＝
第
1616
普
通
科
連
隊
Ａ

普
通
科
連
隊
Ａ

　
　
　
　

北
慎
一
郎
監
督

　
　
　
　

北
慎
一
郎
監
督

「
お
互
い
が

「
お
互
い
が
切切せ
っ
せ
っ

磋磋ささ

琢琢た
く
た
く

磨磨まま

し
て
き
た
成
果
が

し
て
き
た
成
果
が

で
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
チ
ー
ム

で
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
チ
ー
ム

の
強
み
で
あ
る
精
神
力
の
強
さ
と
チ
ー
ム

の
強
み
で
あ
る
精
神
力
の
強
さ
と
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
の
良
さ
が
発
揮
さ
れ
て
い
た
と
思

ワ
ー
ク
の
良
さ
が
発
揮
さ
れ
て
い
た
と
思

い
ま
す
。
決
勝
前
に
メ
ン
バ
ー
を
集
め

い
ま
す
。
決
勝
前
に
メ
ン
バ
ー
を
集
め

て
、
思
い
切
っ
て
や
っ
て
こ
い
と
声
を
か

て
、
思
い
切
っ
て
や
っ
て
こ
い
と
声
を
か

け
ま
し
た
。
連
覇
も
今
ま
で
に
な
い
と
の

け
ま
し
た
。
連
覇
も
今
ま
で
に
な
い
と
の

こ
と
だ
っ
た
の
で
、
優
勝
で
き
て
よ
か
っ

こ
と
だ
っ
た
の
で
、
優
勝
で
き
て
よ
か
っ

た
で
す
」

た
で
す
」

　

里
と
森
川
有
紀
子
（
静
岡
・
普
通
科
教

　

里
と
森
川
有
紀
子
（
静
岡
・
普
通
科
教

導
連
隊
）
の
決
勝
は
、
里
が
上
胴
を
２
本

導
連
隊
）
の
決
勝
は
、
里
が
上
胴
を
２
本

決
め
て
勝
利
。
強
さ
を
み
せ
つ
け
、
初
優

決
め
て
勝
利
。
強
さ
を
み
せ
つ
け
、
初
優

勝
に
輝
い
た
。

勝
に
輝
い
た
。

◎
優
勝
＝
里
麻
衣
選
手

◎
優
勝
＝
里
麻
衣
選
手

　
　
　
　
（
第

　
　
　
　
（
第
1616
普
通
科
連
隊
）

普
通
科
連
隊
）

「
周
り
の
方
々
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
今

「
周
り
の
方
々
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
今

ま
で
の
厳
し
い
練
習
を
思
い
出
し
て
決
勝

ま
で
の
厳
し
い
練
習
を
思
い
出
し
て
決
勝

の
舞
台
に
臨
み
ま
し
た
。
緊
張
し
ま
し
た

の
舞
台
に
臨
み
ま
し
た
。
緊
張
し
ま
し
た

が
、
２
本
取
り
き
っ
て
優
勝
で
き
た
こ
と

が
、
２
本
取
り
き
っ
て
優
勝
で
き
た
こ
と

は
自
分
の
中
で
大
き
か
っ
た
で
す
」

は
自
分
の
中
で
大
き
か
っ
た
で
す
」

■
個
人
戦
女
子
の
部

■
個
人
戦
女
子
の
部

心技体 人を育てる総合誌
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ニュース　日本武道館 60年の歩み

設
計
者
・
山
田
守
氏
の
日
本
武
道
館
設
計

に
込
め
た
想
い
と
60
年
の
歴
史
を
辿
る

株式会社山田守建築事務所
代表取締役社長　宮原浩輔氏

「
日
本
武
道
館
60
年
の
歩
み
」（
ち
よ
だ

ま
ち
魅
力
探
訪
）
と
題
し
た
イ
ベ
ン
ト
が

７
月
11
日
に
日
本
武
道
館
で
、
千
代
田
区

立
九
段
生
涯
学
習
館
の
主
催
に
よ
り
開
か

れ
、
応
募
多
数
の
中
か
ら
抽
選
さ
れ
た
14

名
が
参
加
し
た
。

　

ち
よ
だ
ま
ち
魅
力
探
訪
と
は
、
東
京
都

千
代
田
区
の
魅
力
・
歴
史
・
文
化
な
ど
の

さ
ま
ざ
ま
な
学
習
の
機
会
を
提
供
し
、
生

涯
学
習
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

事
業
。
今
回
は
今
年
で
日
本
武
道
館
が
開

館
60
周
年
を
む
か
え
る
に
あ
た
り
、
日
本

武
道
館
の
設
計
を
担
当
し
た
山
田
守
氏
の

    
イ
ベ
ン
ト
・「

イ
ベ
ン
ト
・「
日
本
武
道
館

日
本
武
道
館
6060
年
の
歩
み
」
で

年
の
歩
み
」
で

    
山
田
守
建
築
事
務
所
・
宮
原
浩
輔
氏
が
講
演

山
田
守
建
築
事
務
所
・
宮
原
浩
輔
氏
が
講
演

想お
も

い
を
ひ
も
と
き
、
日
本
武
道
館
の
歴
史

を
辿た
ど

る
こ
と
を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
た
。

　

最
初
に
、
山
田
守
建
築
事
務
所
の
宮み
や

原は
ら

浩こ
う

輔す
け

代
表
取
締
役
社
長
に
よ
る
講
座
が
行

わ
れ
た
。
講
座
で
は
日
本
武
道
館
の
設
計

を
担
当
し
た
山
田
守
氏
の
経
歴
や
、
設
計

か
ら
竣
し
ゅ
ん

工こ
う

ま
で
の
過
程
、
２
０
２
０
年
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競

技
大
会
の
開
催
に
あ
た
っ
て
行
わ
れ
た
増

改
修
に
つ
い
て
な
ど
が
説
明
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
建
設
当
時
の
設
計
図
や
建
設
途

中
の
日
本
武
道
館
の
資
料
な
ど
、
当
時
の

貴
重
な
資
料
と
と
も
に
、
日
本
武
道
館
と

山
田
守
氏
の
歩
み
を
辿
っ
た
。

　

講
座
終
了
後
は
、
日
本
武
道
館
内
や
中

道
場
な
ど
を
見
学
。
大
道
場
を
歩
き
な
が

ら
、
宮
原
氏
が
そ
の
構
造
や
男
女
切
り
替

え
式
ト
イ
レ
な
ど
の
設
備
に
つ
い
て
詳
し

く
説
明
し
た
。
参
加
者
は
、
実
際
に
目
で

見
て
、
耳
で
聴
い
て
体
感
し
、
イ
ベ
ン
ト

は
盛
況
の
う
ち
に
終
了
し
た
。

中道場の屋根について宮原氏（左）の説明を受ける参加者たち

講座の様子 大道場を見学
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令
和
６
年
度

全
日
本
少
年
少
女
武
道
錬
成
大
会
　
受
賞
一
覧

　

令
和
６
年
７
月
20
日
か
ら
８
月
11
日
ま
で
の
９
日
間
に
わ
た
っ
て

日
本
武
道
館
で
開
催
さ
れ
た
、
令
和
６
年
度
全
日
本
少
年
少
女
武
道

錬
成
大
会
の
受
賞
一
覧
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。

7月21日開催

奥晴世・鈴木沙幸（板橋合気倶楽部　明友会）、朝倉
嘉・結城穂香・小川航平・濱中幸明（合気道三心会）、
金韓飛・髙橋海哩・牟田美月（合気道仁昌会）、桑井
菜椰（尾山台地域体育館合気道教室）
【神奈川県】清田遥（合気道自灯館道場）、長野圭吾・
五十嵐愛菜（合気道唯心館杉野道場）、齋藤亮（合気
道幸徳会）、長澤由依・湯浅力丸・白浜葉（合気道青
葉塾道場）、山﨑琥晴（合気道春水道場）、米山央起（桜
台合気道クラブ）、篠原寛恭（春陽会）、島野凰生（合
気道野比道場）、井上琥三郎・井上諏々花・佐藤帆乃
佳（鶴岡八幡宮研修道場合気道科）、山本恵多（藤沢
合気道倶楽部）、中堀紗良（合気道相模和道会）、渡
辺巴慶・渡辺龍明（綾瀬市・海老名市合気会）、石渡
剛志朗・和田颯馬（秦野武産合気会）、渡邉可憐（合
気道相模誠心会田名道場）、永山慶吾（青葉台カルチ
ャープラザ合気道教室）、友田頼斗・渡部樹・三舟舞
妃菜（葉山町合気会）、宮腰浩行・蛯原将臣・長澤梅花・
中田武秀・宮腰彩寧（合気道金沢クラブ）
【山梨県】坂本圭汰・孕石舷人・宮坂尚吾（甲府ジュ
ニア合気道）
【静岡県】髙島律（裾野合気会）、飯田希和・影嶋琉花・
中村凛・渡辺大渡（合気道石芯塾童夢の会）、西山四
光葉・松尾俊太朗・北畠咲耶・榊原笙真・篠原颯（啓
翔会）
【愛知県】石岡義章・日高美琴（小牧合気会）
【三重県】西山幸輝（東京合気道秀和会津支部合気道
清武会）
【大阪府】木谷美月・津田千尋・東二胡・奥山克斗・
小西柚音・平野遥香・浜田悠希・大田司・小西茉莉彩（合
気道正勝会）、春重典甫・三島歩真・畑部友政・花房
芽依・山城海斗（合気道大阪武育会りんくう道場）
【奈良県】奥村純大・山口快真・樫内万里・米田優花・
長坂正純・林虎徹・林寿心蓮・藤林由衣・村西梨歩・
北澤詩織・中西咲結・松田英希（奈良合気会）、菊本
盟子（合気道西大和会）、渡邊葵・渕田妃菜・國本愛
美子・土谷仁太・中来翔（気流塾）
【和歌山県】山本晃靖・髙田りん・谷口稜・三田真夢・
宮尾祐志・髙田りら・山口幸輝・東浦吉風・坂本大河・
三田真聡・宮尾美玖・山本一颯（合気道竹豊館道場）
【岡山県】高畠楓（倉敷天領塾）、髙橋亜珠（倉敷市
立西中学校合気道部）
【香川県】松元櫻・小原望那・久保花楓・高橋祐惺・
松元翼・小川采野（高松合気会）
【長崎県】今村健人（合気道悠歩塾）
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合気道 ＜努力賞＞

【青森県】清籐聖大・阿保芽里・工藤琥也（青森道場）
【岩手県】金田綜・高橋璃空・宮本悠里（合気道奥州
道場）
【山形県】渡部澪生斗（合気道真室川道場）
【福島県】川本将生・芳賀翔真（合気道白河道場）、
張堂春花（合気道須賀川道場）
【茨城県】海老原龍平（つくば牛久合気道友会）、佐
藤暁奈（江戸崎合気会）、安城雄大・波多野皓一（取
手市合気道スポーツ少年団）、上野紗嬉・小池裕大・
藤居遥（つくば合気道会）、阿部颯太・髙安輝・飛田
珠璃亞・正木乃亜・武藤杏樹・武藤沙羅（ひたちな
か市合気道少年団）、鈴木啓介・立花蒼介・中田大翔・
藤枝俊至（岩間合気道スポーツ少年団）、川原愛由莉・
沢田麻衣（東海合気道少年団）、田口海輝・飯塚翔太（笠
間市スポーツ協会合気道部笠間教室）
【栃木県】佐藤慈純（足利市民合気道クラブ）
【埼玉県】稲毛ひなた・鈴木祐登・溝口雄士・谷畑晄
平・牧口博翔（合気道浦和尾又道場）、小玉菜の華（大
成合気道会）、蓜島千智・葛谷飛龍（ビタース合気道
クラブ）、加藤樺乃（合気道大宮道場）、遠藤灯（A
＆ P 合氣道大関道場）、萬谷将吏・木村拓翔・切敷陽
臣・小山竣輔・佐々木丈瑠・髙橋柚月・須賀啓太・佐々
木琉悟・萬谷愛衣鈴・猪野真士・小山智陽・崔智恵・
髙橋柚乃・須賀香凛（草加合気道研究会）、小池竜司・
古谷洵（日高市合気道同好会）、赤津柚紀・勝田羅菜・
小石田紗枝・坂本桜星・田村凜・徳竹洸太郎・堀田
桃花・小石田莉緒・齋藤亜樹（合気道研心会）、石川
陽渚（狭山市合気道教室）、石川啓人・駒井慶治（合
氣道修練道場自然館）、増岡凛太朗（合気道和光道場）、
大村憲伸・八城稜（志木合氣会）、池田望実（合氣道
　神明塾）、高嶋楓（合氣道明心会）、西貝桜子・長
谷川耕太（入間幸武館道場）、葦津瑞樹（新所沢合氣
道同好会）、多ケ谷奏斗（白岡合気会）、落合ひかり・
𠮷野颯真（東松山合気道クラブ　晴和会）
【千葉県】有田千優・加瀬絢菜・朽木真可・小島明莉・
佐藤煌成・鈴木楓乃・高木菜々子・長谷川みる・古
川亜梨紗・山口夏輝（千葉市立椿森中学校合氣道部）、
中島カンナ・平山陸（合気道花見川道場）、筒井楓・
古川心・横尾明穂・菅谷実知花（合氣道弘龍會明心
館道場）、幸田宗祐・渡辺早希（流山合気道同好会）、
上西理央・五月女楓架（我孫子市合氣道スポーツ少
年団）、安藤茉美・小薗温丸（船橋合気会）、小林花榎・
野田康貴・薄田遥花・鈴木咲都（朋清会白井道場）、
金子侑加・西村悠希（八千代市合気道連盟）、和泉凛花・
大角あかね・近藤隆晴・比嘉凪咲・眞﨑一将・山本
一之介・薗部椛恋・西村龍桜・山本瑛太・大田紘生・

柳井建之助・柳井琥太朗（流山合気会）、椎名紗矢香
（銚子合気道会）、江幡祐星・鈴木蒼司・神﨑芹羽（合
氣道松心館）、今井璃七（柏合気会少年部）、坂下光平・
横尾信（合氣道明心館スポーツ少年団）、岡田真綾（北
総合気会山武道場）、前澤南那（柏の葉カルチャーセ
ンター）
【東京都】吉田美緒理・山田菫・福谷茉歩・齊藤芙羽
（中央区合気会）、荒井美慶・竹田朱里・竹田奈央（合
気道宇宙の会）、西野優凛・山村実乃・小林美桜・多
胡侑一郎（文京区合気会）、杉田倖羽・船生麻由・関
輪結友・ハウイットブロディー・横井山雄輝・徳山
明輝・豊福優和（荒川合気会）、小林廉・小林鈴・越
川晴ノ介（合氣道順風会）、齊藤衣胡（合気道石田塾）、
苑田悠煌・藤生達也・堀内祐樹（葛飾合気会）、奥貫
天・本庄紗楽・吉田理乃（合氣道土井道場）、田中智・
田中希実（城東誠和会）、水本真緒・根本依知（新小
岩合気会）、遠藤のぞみ・菊島優亜（合氣道木下道場）、
首代武・山本怜果・荒谷しほり・首代桜・一見杏寿（合
気道向日葵道場）、黒田笙太・田村美幸（西馬込合気
道会）、尾﨑陽・西田惟泰（大田区合気道会）、西田京禾・
佐藤一瑠（合気道八起会）、栗田志・吉山咲音（守清
館）、生野壮真・齋藤蒼介・山口巧・村岡祥太郎（合
気道れいめい会）、ウォルフ凛央・菅野尊弥・瀬川和輝・
西村倫子・安井健琉・渡辺善（祖師谷合気会）、田嶋
日遥・井上峻佑・小泉咲生（朋清会）、吉田藍・丸山
サラディーニルカ・鈴木悠太・佐藤琥珀（合気道自
由が丘道場）、冨岡心美（中野区合気道会）、首藤裕
太（荻窪合気道同好会）、林里津・清水琉偉・廣岡新・
鈴木咲也子・石田あおば（月窓寺道場）、安西星玲奈・
鈴木理太郎・服部環・三上晴真・安西風雅・岩城颯
太・長澤梢ラウラ・小山瑞季・松永里衣世・安西椎馬・
藤原岳弘・石神隼人・佐藤結・斉藤柚来（合気道新
川塾）、今岡瑛子・湯本薫子・竹田龍風・飯島利温（春
風合気道会）、安岡昊祐・近棟文香・松村尊（仲池合
氣道同好会）、宇都宮慶衣・中村美華（調布合気道会）、
菱田陽生・溝江彩加（東村山市合気道会）、小俣柚稀・
沼尻瑠佳（合気道「倫」）、田中美優・福士寛（穎明
館中学高等学校合気道部）、宮本千尋（鷹の台合氣道
同友会）、岸端祥汰・牧野晃志（合気道本部道場少年
部）、山田善渡・中嶋京太郎・高橋樹（千住合気会）、
王子佳（竹の氣クラブ）、澤崎ひなた・飯干咲・佐原
悠介・小宮温・平澤克暁・飯干怜（杉並合気会）、萩
原里穂・松田花・萩原由和・反町佑（おあしす合気
会）、大川怜央（一蓮合気道会）、大河原弘暉・北原
幸弥・古川泰佑・小林亮平・佐藤優里・武川航大（多
摩川合気道会）、平松知隼・井上草助（板橋区合気会）、
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弓　道 7月20日開催

優秀賞 優良賞 敢闘賞 技能優秀賞

宇都宮市立鬼怒中学校Ｂ（栃木県）
清原中学校 A（栃木県）

松戸市立栗ケ沢中学校（千葉県）
北犬飼中学校 A（栃木県）

川辺中学校（鹿児島県）
清真学園中学校Ａ（茨城県）
志布志市立有明中学校 B（鹿児島県）
長野日本大学中学校 A（長野県）

宇都宮市立鬼怒中学校Ｂ（栃木県）
清原中学校 A（栃木県）

努力賞 予選通過チーム（12 射 6 中以上）　　10 チーム

優秀賞 優良賞 敢闘賞 技能優秀賞

松戸市立栗ケ沢中学校 A（千葉県）
宇都宮市立鬼怒中学校Ａ（栃木県）

宇都宮市立陽東中学校弓道部 A（栃木県）
豊川市立南部中学校 A（愛知県）

末野原中学校（愛知県）
南指宿中学校 B（鹿児島県）
栃木県大田原市立黒羽中学校 B（栃木県）
吉祥女子中学校 A（東京都）

松戸市立栗ケ沢中学校 A（千葉県）
宇都宮市立鬼怒中学校Ａ（栃木県）

努力賞 予選通過チーム（12 射 6 中以上）　　10 チーム

男子の部

女子の部

優秀賞＝清原中学校 A（栃木県）優秀賞＝宇都宮市立鬼怒中学校 B（栃木県）

優秀賞＝宇都宮市立鬼怒中学校 A（栃木県）

優秀賞＝松戸市立栗ケ沢中学校 A（千葉県）
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剣　道 7月27日開催

優秀賞 優良賞 敢闘賞
第 1
ブロック 下館士徳会Ａ（茨城県） 神戸枝吉己勝館（兵庫県） 要成館剣道教室Ａ（東京都）神科剣道教室Ａ（長野県）

第 2
ブロック 高島平剣仁会Ａ（東京都） 江戸川報徳会Ａ（東京都） 春日部剣真会Ａ（埼玉県） 錬武館Ｂ（神奈川県）

第 3
ブロック 解脱錬心館Ａ（埼玉県） 四誠館（埼玉県） 上田市剣道スポーツ少年団　中央分団（長野県）聖和剣道友の会Ａ（大阪府）

第 4
ブロック 雄邦舘（東京都） 睦剣士会（神奈川県） 八心会Ａ（岐阜県） 養心舘Ａ（栃木県）

第 5
ブロック 東松舘道場（東京都） 戸塚道場Ａ（神奈川県） 大宮中央剣友会（埼玉県） 益水館（茨城県）

第 6
ブロック 武蔵館Ａ（埼玉県） 磯子警察署少年剣道推進会Ａ（神奈川県）いばらき少年剣友会（茨城県）高島平剣仁会Ｂ（東京都）

第 7
ブロック 鬼絆会Ａ（千葉県） 清野秀武舘倉石道場（長野県）調布中央剣道会（東京都） 下館士徳会Ｂ（茨城県）

第 8
ブロック 解脱錬心館Ｂ（埼玉県） 光ヶ丘直心会（千葉県） 新狭山剣志会（埼玉県） 西三田剣道クラブ（神奈川県）

優秀賞＝下館士徳会Ａ（茨城県）

優秀賞＝解脱錬心館Ａ（埼玉県） 優秀賞＝雄邦舘（東京都）

優秀賞＝東松舘道場（東京都）

優秀賞＝鬼絆会Ａ（千葉県） 優秀賞＝解脱錬心館 B（埼玉県）

優秀賞＝武蔵館Ａ（埼玉県）

優秀賞＝高島平剣仁会Ａ（東京都）
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7月28日開催

優秀賞 優良賞 敢闘賞
第 1
ブロック 山梨健心館（山梨県） 斉年寺道場剣志会（愛知県）宝塚剣道円心会（兵庫県） 野栄剣道スポーツ少年団（千葉県）

第 2
ブロック 武徳館剣道教室（愛知県） 上尾警察署ひまわり少年剣道教室Ａ（埼玉県）志道館学園Ｂ（岐阜県） 松戸東警察署少年剣道推進会（千葉県）

第 3
ブロック 芳明館（茨城県） 南輝剣道スポーツ少年団（岡山県）剣修舘道場（静岡県） 青春英龍館道場（広島県）

第 4
ブロック 志道館学園Ａ（岐阜県） 貝塚市剣道スポーツ少年団（大阪府）剣志館　越部（兵庫県） 鍾念道場（愛知県）

第 5
ブロック 昇龍館一福道場Ａ（岡山県）川口市南剣友会Ａ（埼玉県）結城尚武館（茨城県） 印南剣道場（兵庫県）

第 6
ブロック 大阪堺桂志館（大阪府） 灘崎剣道スポーツ少年団（岡山県）広川少年剣道教室（和歌山県）雄信館内山道場（秋田県）

第 7
ブロック 新風館（千葉県） 朝日新聞剣道倶楽部（兵庫県）中野剣道連盟Ａ（長野県） 浅羽少年剣道教室Ａ（静岡県）

第 8
ブロック 豊中小曽根剣友会（大阪府）小川少年剣友会（茨城県） 龍驤館（熊本県） 小田剣心会Ａ（神奈川県）

優秀賞＝山梨健心館（山梨県） 優秀賞＝武徳館剣道教室（愛知県）

優秀賞＝芳明館（茨城県） 優秀賞＝志道館学園Ａ（岐阜県）

優秀賞＝昇龍館一福道場Ａ（岡山県） 優秀賞＝大阪堺桂志館（大阪府）

優秀賞＝新風館（千葉県） 優秀賞＝豊中小曽根剣友会（大阪府）

剣　道
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空手道 ８月３日開催

優秀賞 努力賞

目黒空手インターナショナル A（東京都）
泊親会秀神館（茨城県）

千葉桜空塾
（千葉県）

佐世保尚武館
（長崎県）

一宮
（千葉県）

日本空手道道場会昭空会
（東京都）

目黒空手インターナショナル B
（東京都）

日本空手道海真館
（神奈川県）

禅空館 B
（東京都）

日本空手道泊親会川崎 B
（神奈川県）

優良賞

剛柔会正剛道場（静岡県）
空手道一心塾（千葉県）

敢闘賞

誠明館（神奈川県）
如水会川崎（神奈川県）
尚心派糸東流拳心会（東京都）
全日本空手道一友会 B（東京都）

優秀賞 努力賞

目黒空手インターナショナル A（東京都）
剛柔会正剛道場（静岡県）

剛柔流空手道錬心会 A
（埼玉県）

日本空手道泊親会川崎 B
（神奈川県）

拳勝館川崎支部 B
（神奈川県）
普現流空手道
（愛知県）

全日本空手道一友会 B
（東京都）

正武館空手道場
（東京都）

日本空手道一颯会 A
（神奈川県）

清原空手道スポーツクラブ
（栃木県）

優良賞

全日本空手道一友会 A（東京都）
晴桜塾 A（東京都）

敢闘賞

一宮（千葉県）
誠空館（東京都）
皆思道場（東京都）
日本空手道泊親会川崎 A（神奈川県）

小学１・２年生の部 小学３・４年生の部

小学１・２年生の部・優秀賞＝目黒空手インターナショナル A（東京都） 小学３・４年生の部・優秀賞＝目黒空手インターナショナル A（東京都）

小学１・２年生の部・優秀賞＝泊親会秀神館（茨城県） 小学３・４年生の部・優秀賞＝剛柔会正剛道場（静岡県）
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優秀賞 努力賞

目黒空手インターナショナル A（東京都）
全日本空手道一友会 A（東京都）

茂原武道館 A
（千葉県）

清原空手道スポーツクラブ B
（栃木県）

日本空手道道場会文濤会 A
（東京都）

全日本空手道志空会 A
（神奈川県）

拳勝館鎌倉支部
（神奈川県）

明桜塾 B
（千葉県）

清原空手道スポーツクラブ A
（栃木県）

全日本空手道志空会 B
（神奈川県）

優良賞
全日本空手道一友会 B（東京都）
拳剛会 C（千葉県）

敢闘賞

真永館（神奈川県）
剛柔流空手道錬心会（埼玉県）
正武館空手道場 A（東京都）
日本空手道泊親会川崎 A（神奈川県）

優秀賞 努力賞
全日本空手道一友会 A（東京都） 全日本空手道一友会 B

（東京都）
拳勝館西湘支部
（神奈川県）

山水塾町田支部
（東京都）

養正館
（静岡県）

優良賞
明桜塾 A（千葉県）

敢闘賞
剛柔会正剛道場（静岡県）
明桜塾 B（千葉県）

優秀賞 努力賞
全日本空手道一友会 A（東京都） 清原空手道スポーツクラブ

（栃木県）
昇政塾

（千葉県）
剛柔流空手道錬心会

（埼玉県）
佐世保尚武館
（長崎県）

優良賞
全日本空手道一友会 B（東京都）

敢闘賞
拳勝館 六会支部（神奈川県）
空手道一心塾（千葉県）

小学５・６年生の部 中学生男子の部

中学生女子の部

小学５・６年生の部・優秀賞＝目黒空手インターナショナル A（東京都）

中学生男子の部・優秀賞＝全日本空手道一友会 A（東京都）

小学５・６年生の部・優秀賞＝全日本空手道一友会 A（東京都）

中学生女子の部・優秀賞＝全日本空手道一友会 A（東京都）

空手道 ８月３日開催
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柔　道 ８月４日開催

優秀賞 優良賞 敢闘賞
第 1ブロック
（低学年） 中郷柔道スポーツ少年団（茨城県）岡豊ジュニア柔道クラブ（高知県）まるや接骨院柔道教室（山梨県）

多摩川柔道クラブ（東京都）
第 2ブロック
（低学年） 宇治柔道会（京都府） 春日柔道クラブ（東京都） 川口市柔道連盟クラブ（埼玉県）

一道館田代道場（東京都）
第 3ブロック
（低学年） 済美館（大阪府） 喜多道場（埼玉県） 上溝柔道教室（神奈川県）

鶴田町柔道少年団（青森県）
第 4ブロック
（低学年） 千葉市柔和会（千葉県） 深川錬磨会（東京都） 朝飛道場（神奈川県）

県営富山武道館（富山県）
第 1ブロック
（高学年） 宇治柔道会（京都府） 石下柔道部（茨城県） 向原柔道クラブ（東京都）

ニュージャパン柔道クラブ（大阪府）
第 2ブロック
（高学年） 柔仁会（滋賀県） 羽田野道場（愛知県） 東京拘置所少年柔道クラブ（東京都）

岡豊ジュニア柔道クラブ（高知県）
第 3ブロック
（高学年） 朝飛道場（神奈川県） 松阪市武道館柔道教室（三重県） 川口市柔道連盟クラブ（埼玉県）

済美館（大阪府）
第 4ブロック
（高学年） 豆蔵柔道クラブ（東京都） 県営富山武道館（富山県） 無心塾飯島道場（茨城県）

全日本柔道少年団七尾分団（石川県）

優秀賞＝中郷柔道スポーツ少年団（茨城県） 優秀賞＝宇治柔道会（京都府）

優秀賞＝済美館（大阪府） 優秀賞＝千葉市柔和会（千葉県）

優秀賞＝宇治柔道会（京都府） 優秀賞＝柔仁会（滋賀県）

優秀賞＝朝飛道場（神奈川県） 優秀賞＝豆蔵柔道クラブ（東京都）
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銃剣道 8月７日開催

区　分 優秀賞 優良賞 敢闘賞

小学 5・6年生 宇都宮銃剣道クラブ（栃木）都城少年少女クラブ A（宮崎）元気道場（新潟） 小奴可剣友会（広島）

中学生 元気道場（新潟） 北風Ａ（北海道） 高島市銃剣道スポーツ少年団（滋賀）都城少年少女クラブ A（宮崎）

団体試合錬成

区　分 優秀賞 優良賞 敢闘賞

小学１・２年生 滝沢舞桜（元気道場） 大庭綾斗（宇都宮銃剣道クラブ）市村あかり（謙信公武道館）田口蘭（千歳少年クラブ）

小学３・４年生 宇恵心春（小奴可剣友会）永瀬夏実 （本間道場） 川上陽翔（香川ジュニアクラブ）中川潤（泗水少年クラブ）

小学５・６年生 外尾海悟（佐賀大河塾）加藤駿典（都城少年少女銃剣道クラブ）宇恵桔平（小奴可剣友会）石橋威風（宇都宮銃剣道クラブ）

小学 5・6年生女子 南脇花奈 （都城少年少女銃剣道クラブ）小林琴音（真庭道場） 安部心菜（練馬北小剣友会）大桃明日花（元気道場）

中学 1年生 前川惺（高島市銃剣道スポーツ少年団）城野優晴（高島市銃剣道スポーツ少年団）田邊宇海 （小奴可剣友会）園田壌太郎（都城少年少女銃剣道クラブ）

中学２年生 外尾海青 （佐賀大河塾） 大桃恭都 （元気道場） 加藤大雅（都城少年少女銃剣道クラブ）鈴木庵（七ヶ浜銃剣道少年団）

中学３年生 丸山智輝 （元気道場） 山懸龍二（名寄ピヤシリ銃剣道少年団）佐藤望夢（旭川銃剣道短剣道同好会）城野優司（高島市銃剣道スポーツ少年団）

中学生女子 平松花音 （本間道場） 根塚愛稟（美幌銃剣道少年団）伊藤はな乃（七ヶ浜銃剣道少年団）光野七海（滝川少年銃剣道クラブ）

銃剣道個人試合錬成

区　分 優秀賞 優良賞 敢闘賞

小学 1・2年生 田口蘭（千歳少年クラブ）小林福音（真庭道場） 田中遥晴（九德塾） 大庭綾斗（宇都宮銃剣道クラブ）

小学 3・4年生 谷伊織（名寄ピヤシリ銃剣道少年団）糸原心絆任（鳥取県立武道館）宇恵心春 （小奴可剣友会）永久晃継（本間道場）

小学 5・6年生 石橋威風（宇都宮銃剣道クラブ）小林琴音 （真庭道場） 奈良澪斗（宇都宮銃剣道クラブ）橋本翼（船橋武道倶楽部）

中学生 朝日田風（柴波銃剣道クラブ）平松花音 （本間道場） 田上凱羅 （本間道場） 山田晴來 （本間道場）

短剣道個人試合錬成

小学５・６年生の部・優秀賞＝宇都宮銃剣道クラブ（栃木県） 中学生の部・優秀賞＝元気道場（新潟県）
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なぎなた 8月11日開催
演技競技の部

区　分 優秀賞 優良賞 敢闘賞

小学 3年 山本いち華 春名美里 濵本このか 大前愛椛
（斐川スポーツ少年団） （養徳館） （嬉野なぎなたクラブ） （養徳館）

小学 4年 伊藤光咲 山本純名 加藤巴御 毛受楓那
（弥富市なぎなた連盟） （愛知県なぎなた連盟豊川支部） （岡山県なぎなた連盟） （弥富市なぎなた連盟）

小学 5年 藤木志保子 池田みちる 髙田雅稀 佐伯ももか
（公益財団法人住吉武道館ファミリーなぎなた教室） （江東区なぎなた連盟） （公益財団法人修武館） （すみれ会）

小学 6年 竹谷綾 山本琴音 守本奈央 濵本まりか
（伊丹スポーツセンターなぎなた教室） （斐川スポーツ少年団） （愛知県武道館クラブ） （嬉野なぎなたクラブ）

中学 1年 橋垣杏虹 平田彩晶 中嶋日暖 清水柚莉
（島根県なぎなた連盟） （養徳館） （弥富市なぎなたクラブ） （鯖江なぎなたクラブ）

中学 2年 濵本あみか 塩見汎夏 渡邉麗菜 浅井心花
（嬉野なぎなたクラブ） （清教学園中学校） （山形市立第四クラブ） （都立富士高等学校附属中学校）

中学 3年 南舘ひより 堀田希 室井彩良 益川蘭
（一戸町立一戸中学校） （弥富市なぎなたクラブ） （会津なぎなたスポーツ少年団） （埼玉栄中学校）

小学男子 3・4年 大浦航 藤本琳太朗 田中奏次 鈴木尊照
（瑞穂なぎなたスポーツ少年団）（愛知県なぎなた連盟豊川支部） （一戸町なぎなた協会） （幕張なぎなたスポーツ少年団）

小学男子 5・6年 鈴木惟哉 新里崇介 小山内元歩 北岡優聖
（幕張なぎなたスポーツ少年団） （沖縄コザなぎなたクラブ） （弘前なぎなた教室） （大垣市なぎなた少年団）

中学男子 鈴木秀岳 廣野結音 杉山天心 坂元奏太
（川崎市なぎなた連盟） （会津なぎなたスポーツ少年団） （高崎市なぎなた連盟） （会津なぎなたスポーツ少年団）

試合競技の部

区　分 優秀賞 優良賞 敢闘賞

小学 1・2年 山下葵・野村凪 佐伯泰介・大浦朝陽 中島結香・白井希佳 井上築玖・平田悠
（弥富市なぎなた連盟） （瑞穂なぎなたスポーツ少年団） （江東区なぎなた連盟） （養徳館）

小学 3・4年 原田そら・西岡千織 丸逢理・丸笑理 池田ひかり・窪田紗夕 篠田千陽・別所愛梨
（たつのなぎなた教室） （富津市なぎなた連盟） （佐賀東ジュニアなぎなたクラブ） （西宮スポーツセンター）

小学 5・6年 A 池田みちる・中島綾香 土屋琥瑚・村田桃子 宮崎芽々・山田心陽 山本琴音・飯塚蒼空
（江東区なぎなた連盟） （横須賀なぎなた協会） （弥富市なぎなた連盟） （斐川スポーツ少年団）

小学 5・6年 B 池田結衣・大石琴子 東谷妃莉・田之岡幸輝 千田湊介・阪上陽菜 岸田萌花・七森大成
（大垣市なぎなた少年団） （一戸町なぎなた協会） （伊丹スポーツセンターなぎなた教室） （新潟県なぎなた連盟）

中学A 石橋果歩・和泉咲良 山田陽葵・大木美依 森浦莉緒・大前美結 田上ほのか・大林ひかり
（清教学園中学校） （弥富市なぎなたクラブ） （近畿大学附属新宮中学校） （神奈川大学附属中学校）

中学B 塘彩矢佳・徳島愛 堀田希・中嶋日暖 山岸亜矢・小林美結 北謙信・田頭かんな
（佐賀東ジュニアなぎなたクラブ） （弥富市なぎなたクラブ） （鯖江なぎなたクラブ） （一戸町立一戸中学校）

中学C 濵本あみか・北和佳乃 大谷明日香・岩佐葵 寺西実紅・宮崎真菜 豊田ほのか・益川蘭
（嬉野なぎなたクラブ） （宇都宮市なぎなた連盟） （南砺市立福野中学校） （埼玉栄中学校）

中学D 伊藤心音・山中彩葉 柄本蓮華・松岡知宙 松井花奈・吉岡紗希 亀田ゆうみ・佐藤和佳奈
（会津なぎなたスポーツ少年団） （愛知県武道館クラブ） （高田中学校） （愛国中学校）

中学E 清水柚莉・清水芽生 大前美結・池永かんな 江﨑礼智那・加藤祥子 白畑光成・白畑綾蘭
（鯖江なぎなたクラブ） （都立富士高等学校附属中学校） （高田中学校） （一戸町立奥中山中学校）

中学 F 室井彩良・稲川舞 斎藤楓・椎野海羽 宮田瑚都・平田彩晶 中丸くるみ・塩見咲織
（会津なぎなたスポーツ少年団）（都立富士高等学校附属中学校） （養徳館） （東京都立南多摩中等教育学校）
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東京石神井スポーツ少年団）周藤寧音（神奈川・綾瀬深谷道院拳友会）立畑瑛資、伊藤歩志（神奈川・伊勢原道院拳友会）三浦葵（神奈川・横
浜戸塚道院拳友会）野村栞（山梨・郡内富士スポーツ少年団）神田凛理人（長野・塩尻桔梗道院拳友会）所澤燈向、原京志朗、櫻井靖之助、櫻
井創二郎（長野・信州宮田生涯教育スポーツクラブ）藤井瑛斗（岐阜・美濃加茂スポーツ少年団）石田瑠衣（静岡・沼津香陵道院拳友会）石田
航大（愛知・日進南道院拳友会）村木亮太（滋賀・近江日野スポーツ少年団）清陽佳里（奈良・生駒北道院拳友会）小野昇馬（東京・東京西品
川道院拳友会）
◆小学生 4級の部
　田村一翔、高橋葵子（宮城・仙台西道院拳友会）菅野太志（福島・いわき中央台スポーツ少年団）増山アルダ賢、大根田妃菜（茨城・取手市ス

ポーツ少年団）間中蒼士、遠藤正彬（茨城・茨城岩井スポーツ少年団）須田陸哉（群馬・群馬北毛道院拳友会）黛珠奈（群馬・群馬富岡道院拳
友会）黒田基史、矢口栞帆、船田咲希（群馬・群馬多々良道院拳友会）設楽陽佑、桑原永奈（群馬・前橋中部道院拳友会）本川大悟（群馬・伊
勢崎東道院）用皆倫（埼玉・埼玉鴻巣道院拳友会）和田莞佑（埼玉・埼玉中部道院拳友会）大塚善太、大野木湊志（埼玉・埼玉鶴瀬道院拳友会）
髙野穏（埼玉・草加道院拳友会）田口青空（埼玉・埼玉和光道院拳友会）五十嵐朔太朗（埼玉・武蔵嵐山スポーツ少年団）森創一朗（埼玉・埼
玉武道館）田村総一郎、宮内菜乃葉（千葉・千葉海匝道院拳友会）工藤日向（千葉・習志野台スポーツ少年団）鎌形芽久、杉浦弘幸、村田直彌（千葉・
千葉市海浜スポーツ少年団）溝口柚葉（東京・東京王子道院拳友会）菊間祐志（東京・東京蒲田道院拳友会）島田茉采（東京・東京飛鳥道院拳友会）
森藤弘陽（神奈川・川崎東道院拳友会）河原萄真（神奈川・横浜緑園西スポーツ少年団）奥村建琉（静岡・浜北東部道院拳友会）出崎愁（大阪府・
高石スポーツ少年団）前河土幸也（和歌山・和歌山西庄スポーツ少年団）永田煌ノ助（香川・丸亀武道館）
◆小学生 6級～ 5級の部
　長谷瑠海（宮城・青葉道院拳友会）高橋改（宮城・仙台西道院拳友会）中島沙咲（茨城・鹿島港南スポーツ少年団）緑川汰助、益子凛大、安藤百花（茨

城・茨城神栖スポーツ少年団）根本遥馬（茨城・茨城三和スポーツ少年団）齊藤柊太（茨城・茨城岩井スポーツ少年団）大谷千尋、大谷眞登（群馬・
群馬北毛道院拳友会）永倉百笑（群馬・太田藪塚道院拳友会）坂本花蓮、小澤郁人（群馬・前橋中部道院拳友会）林陽大（埼玉・朝霞道院拳友会）
黒瀬勘九朗（埼玉・草加道院拳友会）角田泰地（埼玉・行田南道院拳友会）森田陽登、前田夏未、藤本陽和（埼玉・埼玉武道館）徳永理乃、藤
原颯佑（千葉・市川若宮道院拳友会）浪川志歩里、伊藤希子（千葉・千葉海匝道院拳友会）小菅耕四郎（千葉・流山北道院拳友会）小西尚仁（千葉・
流山市スポーツ少年団）小野里崚（千葉・鎌ヶ谷初富スポーツ少年団）小沢幸輝、佐藤璃一、岡川恵士（千葉・袖ヶ浦長浦スポーツ少年団）平
田明花莉（千葉・習志野台スポーツ少年団）喩張晗（千葉・千葉市海浜スポーツ少年団）太田樹希（千葉・千葉おゆみ野スポーツ少年団）渡辺
陽寿（東京・東京清瀬元町道院拳友会）狩野鈴士郎、山根佑太（東京・東京蒲田道院拳友会）鈴木紘都（東京・東京飛鳥道院拳友会）蝦名うらら（東
京・東京大泉西道院拳友会）草木和心乃（東京・八王子高尾スポーツ少年団）大塚心美、広岡幸真（東京・光が丘スポーツ少年団）田近拓真（東
京・新宿大久保スポーツ少年団）髙木美沙（東京・加住小中学校）松永幸大、安部暁（神奈川・綾瀬深谷道院拳友会）伊藤彩乃（神奈川・川崎
東道院拳友会）清田留衣（神奈川・横浜緑園西スポーツ少年団）川瀬太陽、小口寧々（新潟・新潟不二スポーツ少年団）深澤哲平（長野・塩尻
桔梗道院拳友会）平賀啓悟、小松優太（長野・茅野市スポーツ少年団）芳池朔、嶋田樹人（長野・信州宮田生涯教育スポーツクラブ）伊藤吏輝、
丸山歩希（岐阜・美濃加茂スポーツ少年団）幾美桜花（静岡・富士西道院拳友会）石田愛莉（静岡・沼津香陵道院拳友会）中瀬丈太郎、杉山結
珂（静岡・富士南道院拳友会）小栗光莉（愛知・日進南道院拳友会）中家和奏、前田達輝（和歌山・南部スポーツ少年団）
◆小学生見習～ 7級の部
　高橋明香莉、長谷虹南、平澤奈緒（宮城・青葉道院拳友会）三浦千鶴（宮城・仙台西道院拳友会）佐藤煌汰（秋田・秋田湯沢スポーツ少年団）

宗田凛乃音（福島・福島鮫川道院拳友会）菅野翔矢（福島・いわき中央台スポーツ少年団）豊田蓮人（茨城・鹿島港南スポーツ少年団）小林稜（茨
城・茨城三和スポーツ少年団）大谷尚敬（群馬・群馬北毛道院拳友会）飛松朔之介（群馬・太田藪塚道院拳友会）金井真嗣（群馬・群馬富岡道
院拳友会）高橋怜那、園部晴菜、園部結菜、石田海凛（群馬・渋川道院拳友会）半田陸人、柴山大知（埼玉・新座金剛道院拳友会）金沢航瑛（埼
玉・行田南道院拳友会）岡﨑頼武（埼玉・武蔵嵐山スポーツ少年団）柴田大翔（千葉・我孫子道院拳友会）大石優李（千葉・千葉海匝道院拳友会）
加藤汐音（千葉・船橋西部スポーツ少年団）新井崇正（東京・東京旗の台道院拳友会）表田初音（東京・東京錦糸道院拳友会）太田凜星（東京・
東京清瀬元町道院拳友会）髙野暉市、中原徠然、中原蛍鈴、松浦渚、岡本悠慎（東京・東京蒲田道院拳友会）軽部惠万（東京・東京飛鳥道院拳
友会）嘉地隆斗（東京・田無南道院拳友会）關口燈（東京・東京大久保道院拳友会）佐藤紗彩（東京・東京西品川道院拳友会）新家正悠（東京・
東京月島道院拳友会）千野桃奈（東京・武蔵国分寺スポーツ少年団）境野陽人（東京・東京石神井スポーツ少年団）奥田悠里、河島肇花（東京・
板橋加賀スポーツ少年団）若林奏、高橋羚生、小林弘人（神奈川・綾瀬深谷道院拳友会）村木優佳（神奈川・川崎西道院拳友会）木曽統哉（神
奈川・神奈川大和道院拳友会）片野葉月（神奈川・小田原道院拳友会）若林明日華（神奈川・相模林間道院拳友会）廣瀬心咲（神奈川・慶應義塾）
田村麻結（新潟・新潟不二スポーツ少年団）植木杏（新潟・新潟安田スポーツ少年団）小松航大（長野・茅野市スポーツ少年団）岩﨑誉（長野・
信州宮田生涯教育スポーツクラブ）市川大喜（静岡・沼津香陵道院拳友会）清水優仁（愛知・豊明東道院拳友会）阪上歩（兵庫・尼崎市スポー
ツ少年団）清智輝（奈良・生駒北道院拳友会）藤巻龍人（和歌山・和歌山西庄スポーツ少年団）三前皓聖（和歌山・南部スポーツ少年団）
◆中学生３級～１級の部
　菅野美空（福島・いわき中央台スポーツ少年団）吹田翔（群馬・群馬北毛道院拳友会）山口太一（群馬・前橋橘道院拳友会）髙野暖（埼玉・草

加道院拳友会）高野恒平（埼玉・所沢竜王道院拳友会）越川凰雅（埼玉・埼玉和光道院拳友会）中村一吹（千葉・千葉清見台道院拳友会）東山
幸太郎（千葉・千葉野田道院拳友会）最上瑠耶（千葉・流山北道院拳友会）佐藤杏樹（千葉・袖ヶ浦長浦スポーツ少年団）魏可涵（千葉・千葉
市海浜スポーツ少年団）上ノ郷谷岳治（東京・東京錦糸道院拳友会）内畠初香（東京・東京飛鳥道院拳友会）石橋吹武樹（東京・亀有道院拳友会）
馬場勇誠（東京・八王子高尾スポーツ少年団）馬場俊榮、山口輝貴（東京・加住小中学校）三浦縁（神奈川・横浜戸塚道院拳友会）古木空翔（神
奈川・相模林間道院拳友会）橋本晴信（山梨・山梨峡東道院拳友会）嶋田匡希（長野・信州宮田生涯教育スポーツクラブ）大橋穂乃椛（愛知・
豊明東道院拳友会）池田圭飛（奈良・奈良宝来道院拳友会）水本大志（愛媛・伊予八幡浜道院拳友会）
◆中学生見習・６級～４級の部
　大谷佳代子（群馬・群馬北毛道院拳友会）武田隆汰（群馬・前橋中部道院拳友会）岡本牡丹、高橋歩夢、園部絢菜（群馬・渋川道院拳友会）大岡希音（埼玉・

埼玉中部道院拳友会）長村涼平（埼玉・新座金剛道院拳友会）白田彩乃（埼玉・埼玉川越スポーツ少年団）大木奏（千葉・習志野台スポーツ少年団）
藤村亮太（東京・多摩桜ヶ丘道院拳友会）佐々木サラ（東京・亀有道院拳友会）嘉村日鞠（東京・富士見丘中学校）西田宗真（東京・本郷学園）
中美琥太、水田正伸（東京・加住小中学校）田辺美桜（新潟・新潟不二スポーツ少年団）遠藤茜音（長野・松本美ヶ原スポーツ少年団）松葉暉斗（和
歌山・和歌山西庄スポーツ少年団）

≪団体演武≫
◆小学生の部
　小林七海・三宅耕太郎・小林千夏・小山内昊・石島諒典・竹内綾希（千葉・我孫子道院拳友会）岩佐遥希・田原柚希・岩佐晃希・田中和隆・佐

藤結飛・亀崎碧生・國田楓・小川佳奈（神奈川・下溝スポーツ少年団）髙木蘭丸・望月海翔・吉田渉悟・鈴木貫太・加藤陽道・福田湊大（静岡・
清水袖師道院拳友会）髙松咲子・近藤桜凪・水野怜・加藤凛久都・髙松壮悟・上野朝陽（愛知・豊明東道院拳友会）
◆中学生の部
　近藤晴望・玉田照・三浦奏太朗・水野俊・藤田晃誠・梶川湊（愛知・豊明東道院拳友会）宮本寧久・島田和佳・髙橋シルヴィアそよ葉・伊藤紗良・

小門琉夢・小出結良（茨城・清真学園）
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少林寺拳法 ＜優秀賞＞

≪規定組演武≫
◆小学生 1級
　千葉結井・相澤和花、武田実生・佐藤研（宮城・青葉道院拳友会）角南柚希・増子友優（茨城・牛久市ひたち野スポーツ少年団）伊藤煌太郎・

米村直人（茨城・茨城神栖スポーツ少年団）高澤直・高澤譲（群馬・前橋橘道院拳友会）秋田一琉・大渕羽雲（埼玉・埼玉飯能道院拳友会）竹
中諒・山田理矩（東京・東京滝野川道院拳友会）天羽陽聖・大黒颯真、谷津凜々花・福喜多杏（東京・東京西品川道院拳友会）馬場翔大・草木
義織（東京・八王子高尾スポーツ少年団）小保田創介・ブラウン仁亜（神奈川・川崎柿生道院拳友会）小栗芽生子・井上夏実（愛知・日進南道
院拳友会）山崎芽生・水谷心之輔（愛知・名古屋なるこ道院拳友会）山本琉琵・谷芽樹（和歌山・南部スポーツ少年団）藤本楓賀・水本昇志（愛
媛・伊予八幡浜道院拳友会）
◆小学生 2級
　保母恭輔・児山空飛（群馬・伊勢崎東道院）岡﨑吉彦・山﨑結翔（埼玉・武蔵嵐山スポーツ少年団）山本陽介・池野銀太、児玉理九・大西海晴（東

京・南中野道院拳友会）瀬谷琳・瀬谷慶（神奈川・小田原道院拳友会）新谷岳・新谷なな美（長野・信州宮田生涯教育スポーツクラブ）藤井琢弥・
深澤碧秋（奈良・奈良宝来道院拳友会）
◆小学生 3級
　佐藤万緒・平山京香、高橋宏丞・櫻井逸翔（宮城・青葉道院拳友会）今泉澪・中山隼吾（群馬・前橋橘道院拳友会）照井愛咲美・今井桜（埼玉・

埼玉中部道院拳友会）齊藤連太郎・中山直也（埼玉・埼玉神川スポーツ少年団）中田惣介・笠原貴久（東京・東京清瀬元町道院拳友会）石田洸一郎・
永野栞汰、佐々木肇・佐々木司（東京・亀有道院拳友会）深谷優希・モリーナ大俐雄（東京・八王子陵北スポーツ少年団）所澤杏南・岩﨑ちはや（長
野・信州宮田生涯教育スポーツクラブ）
◆小学生 4級
　佐藤至・疋田響斗（茨城・ひたちなか市松戸スポーツ少年団）染田稀未・時野谷優花（茨城・筑西スポーツ少年団）頭川善優・根本蒼志（茨城・

鹿島港南スポーツ少年団）今井蒼士・中原龍哉（埼玉・武蔵浦和道院拳友会）田中悠人・ナリオノア（埼玉・埼玉中部道院拳友会）松江悠詩・
森田耀允（埼玉・朝霞道院拳友会）齊藤美祐・平井琴菜（埼玉・武蔵嵐山スポーツ少年団）寺田奏太・中村心羽（千葉・千葉清見台道院拳友会）
平山遥人・當麻聖太（東京・東京月島道院拳友会）齋藤拓海・天谷時丸（東京・こやのエンジョイくらぶ）吉田小紋・高橋慧太（神奈川・神奈
川大和道院拳友会）熊谷一心・横澤陽向（神奈川・伊勢原道院拳友会）横溝勇飛・友利孔晟（神奈川・秦野道院拳友会）川島夢元・丹羽隼也（岐阜・
美濃加茂スポーツ少年団）村上世凪・岡村恵佑（愛知・豊明東道院拳友会）池田結亮・岡田仁（奈良・奈良宝来道院拳友会）山田舜・宮前咲玖（奈
良・奈良済美スポーツ少年団）
◆小学生 5級
　平沼龍星・吉岡壮大（群馬・伊勢崎東道院）皆川奏多・花岡琉聖（千葉・千葉清見台道院拳友会）篠原岳・東山明日郎（千葉・千葉野田道院拳

友会）土屋哉太・山浦希一（千葉・習志野台スポーツ少年団）佐々木瑛太・中田エマン（東京・亀有道院拳友会）中野みちる・長谷川恵彩（東
京・国立中スポーツ少年団）金子茉莉・太田歩（東京・八王子陵北スポーツ少年団）片山篤樹・藤本悠真（東京・日本武道館武道学園）萩原珠奈・
小澤紗優、緒方麻里彩・関愛子（東京・加住小中学校）梶原瑞生・岩田岳大（神奈川・秦野道院拳友会）室賀匠裕・渡邉庵仁（長野・長野南ス
ポーツ少年団）鈴木健悟・神谷樹（愛知・豊明東道院拳友会）清家快斗・水本佳志（愛媛・伊予八幡浜道院拳友会）
◆小学生 6級
　桑原大和・田中瞭成（群馬・前橋中部道院拳友会）粕淵あんり・草間俐穂（千葉・我孫子道院拳友会）奥冨紡・石坂遙馬、淺沼太智・豊田幸祐（東京・

田無南道院拳友会）二見幸作・伊藤雄真、樋口亘・石川陽翔（神奈川・神奈川大和道院拳友会）大塚琉華・霜田珠緒（神奈川・小田原道院拳友会）
山下陽大・垣端陽大（和歌山・南部スポーツ少年団）
◆小学生見習～ 7級
　三本松慧・高橋京也（茨城・茨城三和スポーツ少年団）石津陽向・緑川悠斗（茨城・守谷市スポーツ少年団）寺井誠通・丹沢祐太（埼玉・武蔵

浦和道院拳友会）貝田舞・貝田結（埼玉・埼玉三ケ島道院拳友会）柏女霊有・小日向陸、古田菜々美・野口茜（千葉・我孫子道院拳友会）宇敷
葉月・宇敷悠生（千葉・市原南スポーツ少年団）樋口美和・木曽成海（神奈川・神奈川大和道院拳友会）小澤弘喜・小澤弘暉（長野・信州宮田
生涯教育スポーツクラブ）

≪自由組演武≫
◆小学生有段の部
　澁谷宗汰・三浦英之助（宮城・多賀城城南道院拳友会）矢吹碧唯・関根颯来（福島・福島鮫川道院拳友会）平井楓人・齋藤琉生（埼玉・武蔵嵐

山スポーツ少年団）大塚穂高・杉山瑛亮（静岡・富士南道院拳友会）中村斗弥・前田祐里（和歌山・南部スポーツ少年団）
◆中学生段外の部
　長塚開・谷内敦（茨城・取手市スポーツ少年団）三本松恋・大場悠靖（茨城・茨城三和スポーツ少年団）幸松未采・高橋奈々（茨城・清真学園）

石鍋一樹・田近勇武（東京・新宿大久保スポーツ少年団）中山心結・濱なつめ、加藤舞・杉野愛（東京・富士見丘中学校）古里心ノ華・任亮太（東
京・加住小中学校）島彩夏・福澤江莉子（神奈川・横浜戸塚道院拳友会）淺野栞帆・伊藤幸芽（愛知・日進南道院拳友会）
◆中学生有段の部
　渡部奏汰・安藤優希（茨城・茨城神栖スポーツ少年団）根本大成・真船大虎（茨城・茨城三和スポーツ少年団）中山橙子・中山凜々子、高澤諒・

今泉芽久（群馬・前橋橘道院拳友会）深澤叶夢・矢口悠聖（群馬・群馬多々良道院拳友会）澤山豪人・貝田一翔（埼玉・埼玉三ケ島道院拳友会）
岩田隼・齊藤晟奈（千葉・千葉清見台道院拳友会）榊原颯士・榊原蒼馬（千葉・市川若宮道院拳友会）角田優佳・山本楓（千葉・千葉海匝道院拳友会）
土屋玖仁・杉浦功晟（千葉・千葉花見川スポーツ少年団）杉浦正典・和田悠翔（千葉・千葉市海浜スポーツ少年団）竹下和舞・石野萩正（東京・
東京石神井道院拳友会）熱田亥玖・池西悠征（東京・東京足立東和道院拳友会）纐纈菜月・白石瑛菜（東京・亀有道院拳友会）原心音・尾亦美音、
髙橋俊翼・谷津直璃、太田朝陽・宮田旺征、青木厳大・近藤航（東京・東京西品川道院拳友会）足立菜摘・養父さくら（東京・武蔵国分寺スポ
ーツ少年団）小澤正裕・関優輝、山村柚乃・佐々木帆里、田中蔵人・萩原玄雅（東京・加住小中学校）秋山静梨華・秋山風雅（神奈川・秦野道
院拳友会）永田丈琉・古谷峻一（愛知・名古屋なるこ道院拳友会）後藤望音・村上紗唯（愛知・豊明東道院拳友会）中村大河・宮本沙絢（和歌山・
南部スポーツ少年団）

≪規定単独基本演武≫
◆小学生 3級～ 1級の部
　吉橋仁（宮城・多賀城城南道院拳友会）荒畑昊生（宮城・青葉道院拳友会）斎藤龍之丞（茨城・茨城三和スポーツ少年団）阿久津勇気（群馬・

群馬北毛道院拳友会）設楽遥香（群馬・前橋中部道院拳友会）菊間祐仁（群馬・榛東スポーツ少年団）天田晃志郎、内藤夏芽、大塚莉緒（埼玉・
埼玉鶴瀬道院拳友会）栃久保皇紀（埼玉・埼玉白岡道院拳友会）深浦琉生（千葉・津田沼道院拳友会）根本日向（千葉・市原道院拳友会）永澤
晃樟（千葉・船橋西部スポーツ少年団）中野智晴（千葉・市原有秋東スポーツ少年団）篠田龍、大木耀（千葉・袖ヶ浦長浦スポーツ少年団）清
野百合子（東京・東京王子道院拳友会）狩野鈴奈（東京・東京蒲田道院拳友会）内畠寿々之輔（東京・東京飛鳥道院拳友会）森阪太亮（東京・
東京西品川道院拳友会）千野桜子（東京・武蔵国分寺スポーツ少年団）竹蓋寛人、村松要（東京・光が丘スポーツ少年団）澤田翔生、高瀬葵（東京・


	161フロント.pdf
	008-025-rensei.pdf
	162-167news銃剣道.pdf
	168-169news青年銃剣道.pdf
	170news武道館60周年.pdf
	172-183錬成結果.pdf

